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郡山遺跡の範囲確認調査も本年度は16年目を迎え、毎年数々の成果を積みあげ、東北の古代史

解明に一石を投じております。このことは古代史・考古学等の識者のみならず、市民の皆様方に

も御承知のことと存じます。

幻の城柵としての一端をあらわした昭和54年以来、継続的に実施してまいりました発掘調査に

より古代の文献に記録のない “幻の城柵"は まさに “甦る城柵"と して、私たちの前にその姿を

現したのです。辺境とされてきた当地方の歴史観を一変した我が国最古の地方官衡跡・那山遺跡

の発見は日本の考古学・古代史学界に大きな反響を巻き起こしたものと確信しております。

本年度はH期官衡の中枢部の様相を明らかにすることを目的に発掘調査を実施いたしました。

その結果、中枢施設のものと考えられる石組濤跡や建物跡などが発見され、H期官行中枢の様相

や変遷のみならず、 I期官衡の実態も次第に明らかになってまいりました。ここに調査の記録を

余すところなく報告、公開するものであります。

市街化への動きが著しい郡山地区にあって、文化財の保存につきましてもよリー層緊密な調整

を必要とする状況にあります。そのような中にあって、継続的な調査を実施できますことは、ひ

とえに土地所有者の方々、地元町内会の皆様方の多くのご協力と御支援の賜物と感謝申し上げる

次第であります。

先人の残した貴重な文化遺産をつぎの世代に継承していくことは、行政によってのみ成し得る

ものではなく、市民一人一人の先人への深い理解と子孫への広い展望なくしては成し得ないもの

であります。

これからも文化財保護への深いご理解と御協力をお願いするとともに、本書が文化財愛護精神

高揚の一助となりますことを願ってやみません。

平成 8年 3月

仙台市教育委員会

教育長 坪  山 繁



一一一白
1.本書は郡山遺跡の平成 7年度範囲確認調査の概報である。

2.本調査は国庫補助事業である。

3.本概報は調査の速報を目的とし、作成にあたり次のとおり分担した。

本 文 執 筆 熊谷裕行 Ⅲ、V、 Ⅵ-1

長島榮一  I、 H、 Ⅳ、Ⅵ-2

豊村幸宏 調査成果の普及と関連活動

遺構 トレース 菅井百合子、岡まり子、小佐野直子

遺 物 実 測 豊村、熊谷、菅家婦美子、吉田りつ子、伊勢多賀子、佐藤栄子

遺物 トレース 菅井、伊勢、佐藤、岡、小佐野、鈴木由美

遺構写真撮影 長島、熊谷、豊村

遺物写真撮影 長島

遺物補修復元 赤井沢千代子、日比野園子、岡、菅井、吉田

図 版 作 成 長島、熊谷、豊村、菅井、菅家、吉日、伊勢、佐藤、岡

写真図版作成 豊村

編集は熊谷・長島・豊村がこれにあたった。

4.遺構図の平面位置図は相対座標で、座標原点は任意に設置したNα l原点 (X=0、 Y=0)と し、高さは標高

値で記した。

5.文中で記した方位角は真北線を基準としている。

6。 遺構略号は次のとおりで、全遺構に通し番号を付した。

SA 柱列などの塀跡  SI 竪穴住居跡・竪穴遺構  P  ピット・小柱穴

SB建 物 跡 SK土  坑

SD 濤     跡  SX その他の遺構

7.遺物略号は次のとおりで、各々種別毎に番号を付した。

C 上師器 (ロ クロ不使用)  F 丸瓦・軒丸瓦  K 石  製  品

D 土師器 (ロ クロ使用)   G 平瓦・軒平瓦  N 金 属 製 品

E須 恵 器   I陶  器 P土 製 品

8。 建物跡模式図中の記号は以下の基準により図示した。

●=柱痕跡の検出されたもの

○=掘 り方のみ検出されたもの

1)=他遺構との重複により検出されないもの

。=調査区外にあり検出されないもの            ,

9.遺物実測図の網スクリーントーン張り込みは黒色処理を示している。

10.本概報の土色については「新版標準上色帳」 (古山・佐藤 :1970)を使用した。
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は じ め に
平成 7年度は郡山遺跡範囲確認調査第 4次 5カ年計画の 1年次にあたり、下記の体制で臨んだ。

調査主体   仙台市教育委員会

調査担当   仙台市教育委員会文化財課

文化財課  課長 小井川和夫

管理係  係長 千葉晴洋

主査 村上道子

主事 福井健司

主事 齋藤英治

調査第一係  係長 田中則和

主査 木村浩二

主事 長島染一

教諭 熊谷裕行

調査第二係  係長 結城慎一

主査 篠原信彦

教諭 豊村幸宏

発掘調査、整理を適正に実施するため調査指導委員会を設置し、委員を委嘱した。

委 員 長 佐藤 巧 (東北大学工学部名誉教授 建築史)

副委員長 工藤雅樹 (福島大学行政社会学部教授 考古学)

岡田茂弘 (国立歴史民俗博物館教授 考古学)

須藤 隆 (東北大学文学部教授 考古学)

進藤秋輝 (宮城県多賀城跡調査研究所長 考古学)

今泉隆雄 (東北大学文学部教授 歴史学)

発掘調査および遺物整理にあたり、次の方々から御協力をいただいた。

地 権 者  斎藤助治、庄子孝、赤井沢久治

調査参加者  赤井沢サダ子、赤井沢千代子、安齊直子、伊勢多賀子、伊勢みつ、伊藤貞子、大友節子、岡まり子、

尾形陽子、小佐野直子、小嶋登喜子、神坂勝太郎、菅家婦美子、小池房子、佐々木直子、佐藤栄子、

菅井百合子、鈴木由美、高橋ヨシ子、千田あや子、日比野園子、牧かね子、吉田りつ子

さらに下記の諸機関の方々から適切な御教示をいただいた。

文化庁記念物課 :主任埋蔵文化財調査官 岡村道雄、宮城県教育庁文化財保護課 :課長 千葉景一、技術補佐 白

鳥良一、文化財専門監 桑原滋郎、調査第二係長 真山悟、佐藤則之、宮城県多賀城跡調査研究所 研究第 1科長

丹羽茂、柳澤和明、多賀城市埋蔵文化財調査センター 千葉孝弥



H 調査計画と実績
平成 7年度の発掘調査は、郡山遺跡発掘調査の第 4次 5カ 年計画における第 1年次日である。第 4次 5カ年計画

ではH期官衛の実態を明らかにすることを目的とし、とくに今年度は政庁西辺部の様相を明らかにするために調査

を実施した。また今年度と来年度に限り、国庫補助事業である郡山遺跡緊急範囲確認調査の他に、同じく国庫補助

事業の遺跡発掘事前総合調査を加えて発掘調査をしている。発掘調査費については次のような内示をうけた (総経

費2,200万 円、国庫補助金額1,100万 円、県費補助金額550万円)こ とから、以下の実施計画を立案した。

表 ユ 発掘調査計画表

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間

第107次 H期官衛中央地区 1,200■¥ 6月～10月

計 1地区 1,200nY 6月ヘン10月

またこの他に関連遺跡の遺構確認調査として、「仙台平野の遺跡群」で燕沢遺跡の調査も併せて立案した。事業開

始にあたり郡山遺跡内での市道拡幅工事に伴う第101次調査、共同住宅に伴う第108次、第109次調査も実施したが第

101次調査は平成 6年度からの継続調査であり、今後も市道の同一路線内での工事が実施されるため、事前の調査が

全て終了したのちに国庫補助事業と別にまとめて報告する。また第108次、第109次調査については仙台平野の遺跡

群で対応しているが、郡山遺跡内での調査のため本概報に記載することとし、「仙台平野の遺跡群XV」 では概要の

みを掲載する。

第107次調査では、H期官行の中枢部である政庁の西辺を区画する石組濤跡やその内部に配置された掘立柱建物跡

が発見された。 I期官衛では板塀に掘立柱建物跡が密接して発見され、これまでの他地区の調査成果とあわせて板

塀で区画された重要なブロックが想定された。第108次調査では I期官行の西辺が検出される位置であったが、撹乱

が著しく想定した遺構を検出することができなかった。第109次調査では竪穴住居跡の一部が発見された。本年度は

これら3地区の調査報告を以下に報告する。

表 2 発掘調査実績表

調 査 次 数 調 査 地 区 調 査 面 積 調 査 期 間

第107次 H期官衛中央地区 820コギ 6月 19日 -11月 16日

第108次 I期官衛西地区 40nギ 8月 1日～ 8月 4日

第109次 郡山廃寺南地区 32m2 11月 27日へ42月 4日

計 3地区 892m2 6月 19日 -12月 4日



第 1図 郡山遺跡全体図



Ⅲ 第107次発掘調査
1.調 査 経 過

第107次調査区は方四町H期官衛の中央部、推定政庁域の西辺付近に位置している。周辺で行われた調査には、昭

和59年度の第44次調査、60年度の第51次・55次調査、また平成 6年度の第102次調査などがあり成果が上げられてい

る。これらの調査成果をもとに、これまで政庁西辺の区画施設は、第55次調査で検出された SA730-本柱列である

と考えていた。この一本柱列は第44次調査区までは延びていないことから、第55次調査区と第44次調査区の間で東

に展開するものと想定していた。しかし昨年度の第102次調査区では、政庁南辺となる区画施設は発見されなかった

ことから、政庁の区画施設について再検討する必要が生じた。

H期官衝推定政庁域内において、現時点では発掘調査を実施できる地点が極めて少なく、本調査区はSA730-本

柱列の通過を確認できる唯―の地点となっている。

現況は標高10.3～ 10.4m程の畑地である。調査区外に排上場を確保することが困難であったため、北半部と南半

部とに分けて調査を実施することとした。北半部は6月 19日から表土排除を行った。表上の厚さは0.4～ 0.6m程で

ある。その後遺構の検出作業に入ったが、畑の耕作による天地返しを深く受け、遺構が著しく削平されていた。南

半部の調査が進行し、遺構の概要がほぼ明らかとなった 9月 15日 に現地説明会を実施し、調査成果を公表した。南

半部の調査を終了し実測図作成後、埋め戻し及び北半部の表土排除を行った。北半部も部分的に天地返しを受けて

おり、遺構の残存状況は良好ではなかった。天地返しを除去し北半部の遺構の状況が把握されたのは10月 の中旬で

ある。その後、これまでの調査成果を検討しながら各遺構の調査を進めた。北半部の調査を終了し、埋め戻し及び

整地作業など全ての作業が終了したのは■月16日 である。

醜

艦
士

第 2図 第107次調査区位置図



2.発見遺構・ 出土遺物

今回の調査で発見された遺構は、一本柱列 1列、柱列 1列、板塀跡 1条、掘立柱建物跡15棟、濤跡17条、土坑22

基以上、性格不明遺構 1基などの他、小柱穴・ピットなどである。これらの遺構は耕作土 (第 Ia層～ Ij層)直下

の基本層位第Ⅱ層上面で検出されている。

SA1615-本柱列跡 調査区の北半に、E-31°一S方向に延びる一本柱列を検出した。北西から3間南東に延び、
梁行 2間×桁行 5間の SB1625建物跡の N3Wl柱 穴に接続している。さらに建物跡の N3W6柱 穴から3間

分を検出し、調査区外に延びている。検出した総長は、13.2mである。柱穴は66～72× 80～92clnの隅丸方形で、柱

痕跡は14～23cmである。柱間寸法は186～ 206cmである。柱穴の埋土は、褐色シルト質粘土、にぶい黄褐色粘土及び

シルト、にぶい黄橙色シルトなどである。遺物は出上しなかった。

SA1620板塀跡、SB1610・ 1560・ 1555掘立柱建物跡、 ゴ   浄 1硼m髯   2b作 判∞m
SD1593濤跡に切られている。

SA1620板塀跡 調査区の北半に、E-31°一S方向
に延びる板塀跡を検出した。上幅44～61cm、 底面幅

32～ 40cln、 深さ41～50cmの布掘り状の濤のなかに、幅

(厚さ)5.4～ 6 cln、 長さ14～20cmの板材の痕跡が並ん

で検出された。掘り方の断面はU字形で、埋土は明責

褐色シルト、黄褐色シルト、灰黄褐色粘土質シルト、

にぶい責褐色粘土質シルトなどである。板材の痕跡は、

掘り方中央よりやや北に寄って検出されている。板材

の痕跡の間には、直径14～16cmの支柱の痕跡が検出さ

れた箇所もある。支柱と考えられる痕跡の柱間寸法は

224clnで ある。板塀跡は、SB1610掘立柱建物跡の N3

Wl柱穴とSB1645門跡に接続し、両建物間の■.2m程を結んで延びている。板塀跡の掘り方は、建物跡の N3W
l柱穴掘り方を切っているが、これは構築手順の違いと考えられる。遺物は出土しなかった。

SA1615-本柱列、SB1625掘立柱建物跡を切り、SD1593・ 1569C・ DoE濤跡、SK1602土坑に切られている。
SB1645門跡 板塀の北西端部では、小規模な門跡が検出されている。掘り方が40～ 60× 80～■2cmの隅丸方形の
抜き取りを伴った柱穴の中に、直径17～19cmの柱痕跡が検出された。両柱痕跡の柱間寸法は168clnで、空閑地となっ

ている。門跡の両柱穴では、建物跡との接続部分同様、門跡柱穴掘り方を板塀の布掘り状の掘り方が切っており、

さらに北西に板塀が延びている。

門跡の東側柱穴抜き取り穴より、土師器不体部片が 1点出上したのみである。

SB1610掘立柱建物跡 梁行 2間 (総長4.76m、 柱間寸法238

cm)、 桁行 5間かそれ以上 (総長14.Om、 柱間寸法238～ 322cm)の

東西棟の建物跡で、方向は北桁行で E-31° 一Sである。柱穴は、

110～ 133cm X 109～ 142cmの隅丸方形である。柱痕跡は20～32cmで

ある。埋土は、にぶい黄褐色シルト、にぶい責橙色粘土質シルト、

灰黄褐色粘土などである。N3Wl柱 穴で SA1620板塀跡と接
続している。

遺物は、N3Wl柱 穴より上師器甕体部片が 2点出上した。
SA1615-本柱列、SB1625掘立柱建物跡を切り、SB1555。 1560

斡釣
4

m

SA1620(Y― Y′ )

層位 土   色 土 性 僑 考

板塀痕跡 1 10YR3/4暗褐色 シ  ル  ト 明責褐色土を全体に少量含む。
2 10YR6/2灰黄褐色 シ  ル  ト 酸化鉄を層理面に含む。

掘  方 10YR6/6明黄褐色 暗褐色上、にぶい責橙色上を含む。

10YR5/6黄褐色 暗褐色土、にぶい黄橙色上を含む。

3C 10YR5/6黄福色 粘土質シル ト 暗褐色上、炭化物を少量含む。

4 10YR6/8責福色 粘土質シル ト 暗褐色上、にぶい音橙色土を含む。

SA1620(7-Z′ )

層位 土   色 土 性 備 考

板塀痕跡 ユ 10YR3/3確解馴窒 シ  ル  ト 炭化物・ 酸化鉄を少量含む。
掘  方 2a 10YR6/2灰黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色上、酸化鉄を含む。

2b 10YR5/3にぶい責褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色上、酸化鉄を含む。
10YR4/3にぶい黄褐色 粘土管シル ト にぶい責橙色上、マンガン紅を含む。

10YR3/2ヨき穏色 粘土質シル ト 黄福色上、マンガン粒 を含む。

第 3図  S A 1620板塀跡断面図

第 4図  S B 1610模式図



掘立柱建物跡、SD1569A・ B・ 1593・ 1601・ 1604・ 1607濤跡、SK1602土坑に切られている。

SB1625掘立柱建物跡 梁行 2間 (総長3.84m、 柱間寸

法192～ 205cln)、 桁行 5間 (総長11.6m、 柱間寸法193～258

C14)の東西棟の建物跡で、方向は北桁行で E-31° 一Sであ  ~本
柱列

る。柱穴は、61～105cl■ ×68～ 108cmの隅丸方形である。柱

痕跡は14～21cmである。埋土は、にぶい黄褐色シルト、に

ぶい黄橙色シルト、灰責褐色粘土質シル トなどである。N

3Wl・ 6柱穴で SA1615-本柱列と接続している。遺物

は出上しなかった。

SA1620板塀跡、SB1555・ 1610掘立柱建物跡、SD1569B・

C・ D・ E・ 1593・ 1604・ 1607滞跡、SK1613土元に切られ

ている。

SB1595A・ B掘立柱建物跡 南北 3間 (総長8.04m、 柱間寸法276cm)、 東西 3間 (総長7.04m、 柱間寸法232～240
cln)の総柱建物跡で、方向は北柱アUで E-31° 一Sである。柱穴は側柱が88～124cm× 114～140cmの隅丸方形であるが、

やや不整の隅丸方形を呈するものもある。柱痕跡は28～ 32cmである。内部の柱穴は80～ 90cm× 104～ 112cmの隅丸方

形で柱痕跡は34cln程である。ほぼ同位置 。同規模で建て替えられているが、柱穴掘り方の規模は新しい時期のもの

(A)がやや大きくなっている。

遺物は、SB1595Aの N2W4・ NlW3・ NlW4柱 穴掘り方より、土師器イ片・甕片、須恵器郷片が数点
出上している。

SB1545・ 1605掘立柱建物跡、SD1594・ 1574濤跡、SK1568・ 1576土坑に切られている。

SB1605掘立柱建物跡 梁行 3間 (総長6.7m程、柱間寸法218～ 224cln)、 桁行 8間 (総長17.6m、 柱間寸法168～247

cm)の東西棟の建物跡で、方向は北桁行で E-31° 一Sである。柱穴は96～ 126cm× 94～ 194cmの隅丸方形であるが、

やや不整の隅丸方形を呈するものもある。柱痕跡は28～42cmである。NlWl～ 4・N2W9・ N4W2・ N4
W3・ N4W4柱 穴で抜き取り穴を伴っている。

遺物は、N3W5。 NlW6柱 穴より上師器甕片、須恵器不片が数点、N2W9柱 穴抜き取り穴より上師器

甕体部片が 1点出土した。

SB1595A・ B掘立柱建物跡を切 り、SB1545・ 1560・ 1565・ 1570掘立柱建物跡、SD1574・ 1592・ 1594濤跡、SD1600

石組濤跡、SK1568・ 1627土坑に切られている。

SB1545掘立桂建物跡 桁行 3間以上 (総長5.2m以上、柱間寸法204～ 228cm)、 梁行
2間 (総長4.56m、 柱間寸法228cm)の南北棟の建物跡で、方向は西桁行で N-0° 一Sで

ある。柱穴は68～ 96cln× 92～108cmの隅丸方形で、柱痕跡は18～28cmである。柱穴の深さ

は60cm程である。埋土は、暗褐色シルト、にぶい黄褐色シルト、褐色シルトなどで、わ

ずかではあるが柱痕跡のみに焼土 。炭化物を含んでいる。NlW2・ NlW3・ N3

W3柱 穴で抜き取り穴を伴っている。西桁柱列とSD1600石組濤跡の東辺との距離は、
4.9m程である。

遺物は、NlE3柱 穴掘り方より上師器不片・甕片、須恵器甕片が数点出上した。ま 第6図  S B 1545模式図

た N2El・ N3El柱 穴掘り方より上師器不片・甕片が数点、N3El柱 穴抜き取

り穴より上師器邦片が 2点出上した。

SB1595A・ B及び1605掘立柱建物跡を切っている。

第 5図  S B 1625模式図
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SB1545(A― だ、B― B′ )

柱 穴 位 置 土 色 土 性 備 考 柱 穴 位 置 土 色 土 性 備 考

NlWl 柱痕跡 1 10YR2/3黒褐色 粘 土 褐色粘上を下層に少量含む NlW3 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 シル ト 焼土粒・黄褐色土粒をごくわずかに含む

掘 り方 2 10YR3/3暗褐色 シフレト にぶい黄褐色土を少量含む 掘 り方 10YR4/4褐 色 シル ト 明黄褐色土をブロック状に含む

掘 り方 3 10YR5/4にぶい黄褐色 シルト 暗褐色土をまばらに合む N3Wl 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 シル ト 焼土粒・ 炭化物粒を小量含む

掘 り方 4 10YR3/3暗褐色 シルト にぶい黄裾色シル トを全体に含む 掘 り方 10YR4/4褐  色 シル ト 明黄褐色上をプロック状に含む

NlW2 柱 痕 跡 10YR3/4暗褐色 シル ト 焼土粒・ 黄褐色土粒をごく少量含む N2Wl 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 にぶい黄橙色土・焼土粒をわずかに含む

掘 り 方 10YR4/4褐 負 黄福色上をブロック状に含む 掘 り方 10YR4/3にぶヤゝ責裾色 シル ト 明黄禍色上をプロック状に合む

表3 SB1545掘立柱建物跡註記表

SB1555掘立柱建物跡 梁行 2間 (総長5.92m、 柱間寸法292～ 300cm)、 桁行
3間以上 (総長8.76m以上、柱間寸法288～292cm)の 東西棟の建物跡で、方向

は北桁行で W-0°一Eである。柱穴は84～ 140cm× 132～140cmの隅丸方形で、

柱痕跡は29～32cmである。柱穴の深さは100cm程である。N3Wl及 び N3W

3柱穴では、主柱にほぼ密接して建物内側に東柱の痕跡が検出された。東柱は、

主柱を建てた後に掘り込まれている。東柱の掘り方は、一辺30cm程の小規模な

もので、柱痕跡は直径20cm程である。また P.76は 、掘り方は検出されなかったが、

からみて束柱の痕跡とみられる。埋土は、にぶい黄褐色

粘土質シルト、灰黄褐色粘土質シル ト、にぶい責橙色粘

土質シルト及びシルトなどである。各柱穴の柱痕跡には

多量に焼上が含まれているが、掘り方には全く含まれて

いない。また、NlW2・ NlW3・ N3W4柱 穴
で抜き取り穴を伴っており、抜き取り穴の埋上にも多量

の焼土が含まれている。

遺物は、NlWl掘 り方より平瓦片 G-71(第 11図

1・ 図版291)、 壁材の一部とみられるスサ入 り粘土塊

P-29(図版292)の他、NlW2抜 き取り穴より弥生

土器甕の底部片が 1点、また各柱穴より上師器不・甕片

が数点出上した。
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柱間寸法や柱筋の状況、堆積土
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第11図  S B1555N l W l出 土遺物

SA1615-本柱列、SB1610・ 1625掘立柱建物跡を切り、SB1560。 1570掘立柱建物跡、SD1569A・ B・ C・ DoE・

1593・ 1607濤跡に切られている。 SB1555 N3W3(K― K′ )

層位 土 色 土   性 備 考

東 柱 柱痕跡 la 10YR5/4にぶい貢褐色 粘上質シルト 焼上を多量に含む。
lb 10YR5/2灰黄穏色 粘土質シル ト にぶい黄IEH色 シル トを含む。

1 10YR6/4にぶい黄橙色 シ  ル  ト 褐色土を少量含む。
掘り方 2a 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト マンガン粒を少量含む。

10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘上 にぶい黄橙色シル トを含む。

2C 10YR6/4にぶ 黄橙色 粘土質シル ト

2d 10YR6/4にぶ 黄橙色 にぶい黄褐色粘土質シル トを含む。

2e 10YR6/4にぶい黄橙色 シ  ル  ト マンガン粒を少量含む。
2f 10YR6/4にぶい黄橙色 シ  ル  ト にぶい黄褐色シル ト質粘上を含む。

主柱穴 柱痕跡 la 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 焼土を多量に含む。

10YR7/2にぶい黄橙色 砂 質 シ ル ト

掘 り方 2a 10YR6/4にぶい黄橙色 砂 質 シ ル ト に ぶ 黄褐色粘土質シル トを含む。

10YR6/4にぶい黄橙色 砂 質 シ ル ト 黄褐色粘土質シル トを含む

2C 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色シル トを含む。

10YR5/4にぶい黄福色 粘土資シル ト にぶい黄褐色粘上質シル トを含む。

2 10YR6/3にぶい黄橙色 砂 質 シ ル ト にぶい黄褐色粘土質シル トを含む。

2f 10YR5/4にぶい黄褐色 砂 質 シ ル ト にぶい黄褐色粘土質シル トを含む。
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層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR5/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 黄褐色砂質シル ト、焼土を含む。

2 10YR6/4にぶい責橙色 シ  アレ  ト 灰黄褐色粘土質シル トを含む。

第12図  S B1555N 3W3柱穴セクション図 .

SB1560掘立桂建物跡 桁行 6間 (総長12.6m、 柱間寸法168～224硼 )、 梁行 5間 (総長9.Om、 柱間寸法168～ 196

cm)の南北棟で、東西に廂を有する建物跡である。方向は北梁行で E-6°一Nである。身舎の柱穴は68～ 104cm×



86～ 160cmの隅丸方形で、柱痕跡は20～ 26clnである。廂の柱穴は48～84cm× 84～ 96

clnの隅丸方形で、柱痕跡は16～22cmである。身舎は中央で 3間×3間に仕切られ

ている。各柱穴掘り方や柱間寸法にややばらつきがある。埋土は、にぶい責褐色

砂質シルト、褐色シルト及び砂質シル ト、黄褐色砂質シルトなどである。柱痕跡

及び掘り方ともに焼土・炭化物を含んでいる。N2W2・ N5W2柱 穴で抜き

取り穴を伴っている。

各柱穴より、土師器不片・甕片、須恵器不片・甕片が数点出上している。

SA1615-本柱列、SB1555。 1580・ 1605・ 1610掘立柱建物跡を切り、SA1590柱

列、SB1565。 1570掘立柱建物跡、SD1569D o E。 1592・ 1593・ 1601濤跡、SK1573・

1577土坑に切られている。

SB1565掘立柱建物跡 南北 1間以上 (総長1.2m以上)、 東西 2間かそれ以上 (総長3.2m以上)の建物跡で、重

複により詳細は不明である。柱穴は88× 114cmの隅丸方形で、柱痕跡は22cmである。埋土は、灰黄褐色シルト、明黄

褐色砂質シルト、にぶい責褐色粘土質シルトなどである。

遺物は、N2Wl柱 穴掘り方より内外面黒色処理された土師器 C-776邪 (図版29-3)底部片が 1点、また Nl

Wl柱 穴掘り方からも内外面黒色処理された土師器不底部片が 2点の他、各柱穴より上師器不片・甕片、須恵器郷

片・甕片が数点出土している。

SB1560・ 1605掘立柱建物跡を切り、SB1570掘立柱建物跡に切られている。

SB1570掘立柱建物跡 桁行 5間 (総長10.66m、 柱間寸法188～ 242cm)、 梁行 3間

(総長6.lm、 柱間寸法172～248cm)の 南北棟の建物跡で、方向は北梁行で E-6° 一Nで

ある。柱穴は96～164cm× 68～ 112cmの隅丸長方形で、柱痕跡は16～28cmである。掘り

方の形状や規模にややばらつきがある。埋土は、褐色砂質シルト、暗褐色シル ト、黄

褐色砂質シルトなどである。柱痕跡及び掘り方ともに、焼土・炭化物を含んでいる。

NlWl柱 穴のみ抜き取り穴を伴っている。埋土は、暗褐色シルト、褐色シル トなど

である。

遺物は、N6Wl柱 穴掘り方より底部手持ちヘラケズリ再調整された須恵器 E―

386不 (図版294)底部片の他、各柱穴より上師器不片。奏片、須恵器邦片・甕片が少  第14図  S B 1570模式図

量出上している。

SB1555・ 1560・ 1565。 1605掘立柱建物跡を切り、SA1590柱列、SK1577・ 1578・ 1581・ 1582土坑に切られてい

る。

SB1575掘立柱建物跡 建物跡の北柱列の一部を 1間分検出したが、柱列になる可能性もある。一辺86cm程の隅

丸方形の掘り方の中に、直径18cm程の柱痕跡を検出した。方向は E-14° 一Nである。

遺物は、NlW2柱 穴掘り方より、壁材の一部とみられるスサ入り粘土塊 P-28(図版29-8)が出土している。
SB1585掘立柱建物跡、SD1569滞跡に切られている。

SB1580掘立柱建物跡 建物跡の北東隅となる柱穴を 1基検出した。柱穴は、78× 118c14程の隅丸方形で、柱痕跡
は26cmで ある。遺物は出上しなかった。

SB1560掘立柱建物跡に切られている。

SB1585掘立柱建物跡 建物跡の北東隅となる柱穴を 1基検出した。柱穴は、84× 97cln程のやや不整の隅丸方形

で、柱痕跡は22cmである。遺物は出上しなかった。

SB1575掘立柱建物跡を切っている。
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第 13図  S B 1560模式図



SA1590柱列跡 東西 1間 (総長2.68m、 柱間寸法268cm)、 南北 3間 (総長6.4m以上、柱間寸法208cm)の 柱列

で、方向は東西が W-4° S、 南北が N-4°一Wである。南北方向に 3間分延び、西にL字に屈曲している。柱穴

は最も良好に残存しているもので68× 100cmの隅丸方形で、柱痕跡は22～24cmで ある。埋土は、褐色粘土質シルト、

にぶい責褐色粘土質シルト、黄褐色粘土質シルトなどである。NlWl柱 穴で、掘り方に焼上を多量に含んでいる。

遺物は出土しなかった。SB1555。 1560・ 1570掘立柱建物跡を切り、SD1569濤跡に切られている。
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第15図  S A 1590柱列・ S B 1555・ 1560。 1565。 1570・ 1575掘立柱建物跡平面図 (1/100)
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SB1555(C― C′ )

柱 穴 位 置 土 色 土 性 備 考

N3耶rl 柱 痕 跡 10YR4/4瑠討 色 シル ト質粘土 焼土・炭化物を含む。

掘 り 方 10YR6/4にぶい責橙色 粘土管シル ト にぶい黄褐色粘土質シル トを含む。
N2M「 1 柱 痕 跡 10YR5/4にぶい黄褐色 シ  ル  ト にぶい黄褐色上、焼土・炭化物を含む

掘 り 方 10YR6/4にぶい黄橙色 シ ル  ト にぶい責褐色上を含む
NlWl 柱 痕 跡 10YR5/4にぶい責褐色 シ  ル  ト む

fEり 方 10YR6/4に ぶい黄橙色 シ  ル  ト にぶい黄褐色土を含む。
SB1555(D― D′ )
NlM12 柱 痕 跡 10YR5/4に ぶい責褐色 シ  ル  ト 焼土・炭化物を多量に含む。

掘 り 方 10YR6/4にぶい責橙色 シ  ル  ト にぶい黄褐色 シル トを斑点状に含む。
NlM13 掘 り 方 10YR4/3に ぶい黄褐色 シ  ル  ト にぶい責橙色シル トをまばらに含む^

SB1560(F―
「

)

柱 穴 位 置 土 色 土 性 備 考

NlW2 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 シ  ル  ト 焼土・炭化物粒を少量含む。
掘 り方 10YR3/4暗絶 シ  ル  ト 黄褐色上、焼土・炭化物粒を含む。

NlⅢV3 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 シ  ル  ト 焼土を少量含む。
掘 り方 10YR5/6芸認勁色 砂 質 シル ト にぶい黄褐色上、焼上粒を含む。

NlヽV5 柱痕跡 10YR4/3にぶ 黄髄 粘土質シル ト 焼土・炭化物を含む。

掘 り方 10YR6/4にぶ 黄随 シ  ル  ト 焼土・炭化物を含む。
NlヽV6 柱痕跡 10YR4/3にぶい黄褐色 粘上質シル ト 焼土・炭化物を含む。

掘 り方 10YR6/4にぶい黄橙色 シ  ル  ト 焼土・炭化物を含む。

SB1560(E― E′ )

柱 穴 位 置 土 色 土 性 備 考

N6MI] 柱 痕 跡 10YR4/3にぶい黄福色 シ  ル  ト 黄褐色土を少量含む。
掘 り 方 10YR4/3にぶい黄褐色 砂 質 シル ト 黄褐色上をプロック状に多量に含む。

N5WI 柱 痕 跡 10YR4/4褐  色 シ  ル  ト 焼土粒をわずかに含む。
掘 り 方 10YR4/4褐 色 シ  フレ  ト 黄褐色上をプロック状に多量に含む。

N4ヽ VI 柱 痕 跡 10YR4/4褐  色 灰黄褐色上、焼土粒を少量含む。

掘 り 方 10YR4/4褐 色 砂 質 シル ト にぶい黄橙色上をブロック状に含む。

N3ヽ VI 柱 痕 跡 10YR4/3にぶい責福色 シ   ,レ    ト 灰黄褐色粘上を小プロック状に含む。

掘 り 方 10YR6/6明魏 砂 質 シル ト 暗褐色土を小プロック状に含む。

N2Wl 柱 痕 跡 10YR3/3暗褐色 ン  ,レ   ト 焼上粒 を少量含む。
掘 り 方 10YR5/6黄褐色 砂 質 シル ト にぶい黄褐色土粒をまばらに含む。

NlWl 柱 痕 跡 10YR3/3暗褐色 シ ル  ト 灰黄褐色粘上を小プロック状に含む。
掘 り 方 10YR5/6黄褐色 砂 質 シル ト にぶい黄褐色上を小ブロック状に含む。

SB1570(G― G′ )

柱 穴 位 置 土 色 土
′
性 備 考

N6耶た1 柱痕跡 10YR4/4褐 色 シ  ル  ト 黒褐色シル ト、焼土・波化物を含む。
掘 り方 10YR4/4福 色 砂 質 シ ル ト 黄褐色土をプロック状に含む。

N5Wl 柱痕跡 10YR4/4福 色 シ ル  ト 黒褐色上、焼土粒・ 炭化物を含む。
掘 り方 10YR4/4褐  色 砂 質 シル ト 黄褐色土プロック、焼上粒を含む。

N4Wl 柱痕跡 10YR3/4暗褐色 シ  ノン  ト 焼土・ 炭化物をわずかに含む。
掘 り方 10YR4/4褐 色 砂 質 シル ト 黄褐色土、焼土・炭化物を含む。

N3Wl 柱痕跡 10YR4/4褐 色 灰黄樋色粘上、焼土粒を含む。

掘 り方 10Y酪/4暗褐色 黄褐色土プロック、焼土粒を含む。

N2Wユ 柱痕跡 10YR4/4褐 色 灰黄褐色粘上、焼土粒を含む。

掘 り方 10YR5/6責褐 砂 資 シル ト 鶴色土紅 、焼 土・ 灰化物 を含 守。

NlWl 柱痕跡 10YR3/3臨 ン ル ト 焼土粒、炭化物を含む。
掘 り方 10YR3/4暗褐色 砂 質 シル ト 黄褐色土、焼土粒・炭化物を含む。

SB1570(H― H′ )

t穴 位 置 土 色 土 性 備 考

Nl部/2 柱痕跡 10YR4/4褐 色 焼土粒、炭化物を含む。

掘り方 10YR6/6明黄褐色 砂 質 シル ト にぶい黄褐色土、焼土粒を含む。

Nl部13 柱痕跡 10YR4/4褐 色 シ  ル  ト 焼土粒・ 炭化物を含む。
掘 り方 10YR5/6黄褐色 砂 質 シル ト 焼土粒・ 炭化物を含む。

NlM/4 柱痕跡 10YR4/4躍許既臼 シ  ル  ト 院土粒・ 炭化物を含む。
掘 り方 10YR6/4にぶい黄橙色 砂 質 シル ト 暗褐色土、焼土・ 炭化物を含む。

第16図  S B 1555。 1560・ 1570掘立柱建物跡断面図 (1/100)



SB1630掘立柱建物跡 建物跡の南西隅となる柱穴を 1基検出した。柱穴は、26cm以上×63cm以上の隅丸方形で

柱痕跡は20cm程である。埋土は、暗褐色シル ト、褐色シルトなどで、柱痕跡及び掘り方に焼上を多量に含んでいる。

遺物は出上しなかった。

SB1610掘立柱建物跡を切っている。

SB1635掘立柱建物跡 建物跡の南西隅の柱穴から南北方向に 2間分を検出した。検出した総長は4.6mで、柱間
寸法は224cmである。方向は、西柱列で N-2°一Eである。柱穴は、56～ 66c14× 70～ 89clnの隅丸方形で、柱痕跡は19

cmである。埋土は、責褐色シルト、暗褐色シルト、褐色シルトなどである。遺物は出上しなかった。

SB1610掘立柱建物跡、SD1606濤跡を切り、SD1604・ 1607・ 1609濤跡に切られている。

SB1640掘立桂建物跡 建物跡の南東隅の柱穴から東西方向に 1間分を検出した。検出した総長は2.3mで、柱間
寸法は230cmで ある。方向は、南柱列で E-7°一Nである。柱穴は、68～ 70cm× 88cm程の隅丸方形で、柱痕跡は20cm

程である。埋土は、褐色シルト質粘土などである。SlEl・ 2柱穴で抜き取り穴を伴っている。
遺物は、SlEl抜 き取り穴より上師器邪片・甕片が数点出土している。
河ヽピットに切られている。

SD1600石組溝跡 上幅92～ 148cmの布掘り状の据え方のなかに、直径15cm前後の扁平な河原石を敷き詰めて底
面としている。底面石敷の残存幅は、最も良好に残存する部分で66c14である。石組濤の側壁部分は良好には残存し

ていない。しかし、一部、底面に敷かれた石よりも大きめの石を立てて据えている箇所があり、 8～10cm程側壁と

して立ち上がることから、さらに上方に石が積み上げられていたと考えられる。方向は、据え方の東辺で N-1°一

Eである。調査区内では北から南に緩やかに傾斜しており、底面の比高差は15cln程である。据え方の底面はやや凹凸

があり、特に東辺部では据え方の底面がやや落ち込んでいる。壁は西辺では緩やかに立ち上がるが、東辺はほぼ垂

直に立ち上がる。深さは 6～ 10cm程であるが、一部20cm以上ある箇所もある。埋土は、褐色シルト質粘上である。

遺物は、石組濤跡底面より須恵器 E-385甕 (第20図 1。図版29-7)、 G-70(第 20図 2・図版295)平瓦片、土師

器 C-775邦 (第20図 3・ 図版29-6)力 出ゞ上している。SD1571・ 1611濤跡に切られている。

SX1616A・ BoC 不整の楕円形の上坑が 3基連結したような形状を呈している。各土坑は長軸188～292cm×短軸
172～216cmで、検出した総長は7.6m程である。深さは43～52cmで、立面形は半球状である。底面には工具痕跡のよ

うな不規則な凹凸がある。埋土は大別 2層に分層され、第 1層は褐色シルトを基調とし、暗褐色及びにぶい黄褐色

シル トである。細分はしているが、各細分層は土質が近似しており、一括堆積とみられる。第 2層は、基本層第H

層をブロック状に含んだ責褐色シル トである。

遺物は、SX1616Bの底面より須恵器 E-380高台付邪 (第19図 4。 図版30-7)、 SX1616Cの底面直上層より上師

器 C-773邦 (第19図 5。 図版308)、 E-377高台付皿 (第 19図 3・ 図版309)、 平瓦 G68(第 19図 7・ 図版3013)、

第 la層底面よりE-378不 (第19図 1・ 図版3010)、 E-379邦 (第 19図 2・ 図版3011)、 第 la層中よりE-381

円面硯片 (図版30-12)、 検出面より平瓦 G-69(第 19図 6・ 図版3014)が出上したほか、SX1616B o C埋土中より

土師器邦片・甕片、須恵器邦片・甕片が少量出上している。SD1611濤跡に切られている。

SD1600(v-7′ ) 10YR4/4裾  色 ン  ,レ  ト 明黄褐色上を少量含む。
層位 土   色 土  性 備 考 10YR4/3にぶい責褐色 ン  ,レ   ト 黄褐色土・炭化物を少量含む。
1 10YR4/4褐 色 ンル ト質粘土 10YR4/4褐 色 ン  フレ  ト 黄褐色上、炭化物を少量含む。
SX1616 A・ B・ C(xx′ ) 10YR4/3にぶい黄褐色 ン ル  ト
層位 土   色 土  性 備 考 セ 10YR3/4暗褐色 ン  ,レ  ト 黄褐色上、炭化物を少量含む。
la 10YR4/4褐 色 ン  フレ  ト 炭化物を下層に多く含む。 10YR4/4褐 色 シ  ル  ト 黄禍色土・灰黄褐色土を少量含む。
lb 10YR4/3にぶい黄褐色 シ ル  ト 灰黄褐色土・炭化物・焼土を含む。 10YR3/3暗褐色 ン  ,レ  ト 明黄褐色土を下層に少量含む。
lC 10YR4/4褐  色 ン  フレ  ト 10YR4/3にぶい黄褐色 ン  ,レ   ト 黄褐色上、明費褐色上を含む。
ld 10YR3/4暗褐色 ン  フレ  ト 切黄褐色土・ 炭化物・焼土粒 を含む。 10YR4/4褐  色 ン  ,レ  ト 黄褐色上を多量に含む。
le 10YR3/4暗褐色 ン  フレ  ト 黄褐色土、焼土・炭化物を含む。 10YR5/6黄褐色 シ  ,レ  ト 暗褐色土を上層に含む

^

lf 10YR4/4褐 色 シ  ル  ト 焼土粒を少量含む。 10YR5/6黄褐色 ン  ,レ  ト 褐色上、炭化物を少量含む。
lg 10YR4/4褐 色 ン  ノン  ト 明黄褐色上を全体に少量含む。 10YR5/6黄褐色 砂 質 シル ト 明責褐色土を一部に含む。

表 4  SD1600石組溝跡 。SX1616A・ B・ C註記表
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番号

鍛

番号
種別・ 器形

出 土 地 点 法  量 (cm) 外 面 調 整 肉面調整
備   考 写真図版

出 上 遺 構 層 位 器高 口径 底径 口 縁 部 体 部 底 部 口 縁 部 体 部

1 E-378 須 恵 器 ・ 不 SX1616C la層 底 面 ロクロナデ ロク ロナ デ 回転ヘラケズ リ ロクロナデ ロクロナデ 30-10

2 E-379 須 恵 器 ・ 不 SX1616C la層 底 面 41 ロクロナデ ロ ク ロ ナ デ 手持ヘラケズリ ロクロナデ ロクロナデ 30-11

3 E-377 須恵器・高台付皿 SX1616C 底 面 直 上 ロクロナデ
ロ ク ロ ナ デ
回転ヘラケズリ

ロク ロナデ ロクロナデ ロクロナデ 30-9

4 E-380 須恵器・ 高台付杯 SX1616B 底 面 58 17 2 11 2 ロクロナデ ロ クロナデ ロクロナデ ロクロナデ 1/8残存 30-7

C-773 土 師 器 ・ 雰 SX1616C 底 面 直 上 77 ヨコナデ ヘ ラケ ズ リ ヘ ラケ ズ リ ガ キ ヘラミガキ 30-8
G-69 瓦  ・ 平  瓦 SX1616C 検 出 面 凹面 :布 目痕、凸面 :格子タタキ 30-14

7 G-68 SX1616C 床 面 直 上 凹面 :布 目痕・ケズ リ、凸面 :縄タタキ後ナデ 30-13

第19図  S X 1616A・ BoC出土遺物



ワ

0                         10cm

廠

号

凶

番
登録番号 重男」・器1

出 土 地 点 法    量 外 面 調 整 内 面 調 整
備  考

写真

図版出土遇構 層位 器高 口径 底径 回鰯 体部 底部 口縁部 体部 底部

l E-385 須恵器・甕 SD1600 底面 平行叩き ナ デ

2 G-70 平 瓦 SD1600 底面 特徴 :凹面 :布 目痕、凸面 :格子叩き

3 C-775 土師器・郷 底面 ヨコナデ ヘラケズリ ミガキ

第20図  S D 1600石 組溝跡出土遺物

SD1569A・ BoC・ D・ E・ 1593溝跡 調査区を南北にクランク状に屈曲しながら縦断する濤跡である。調査区

の北半部ではわずかに位置が異なっているが、平面形態・方向などほぼ同じである。南半部ではすべての濤が重複

している。これらの遺構の中ではSD1569A濤跡が最も新しく、以下順にSD1593濤跡が最も古い遺構である。6時

期に渡り改修されたと考えられる。

【SD1569A】 上幅17～ 30cm、 底面幅 7～ 15cm、 深さ30cm、 断面形は逆台形の濤跡である。壁はやや外傾しながら直

線的に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。検出した南端から屈曲しながら南北方向に4.4m程延び、途切れている。

堆積土は、にぶい責褐色シルト、褐色粘土質シルトなどである。

SB1555。 1610掘立柱建物跡を切っている。遺物は出上しなかった。

【SD1569B】 上幅26～ 44cm、 底面幅18～ 28cm、 深さ11～21cm、 断面形は逆台形の溝跡である。壁はやや外傾しなが

ら直線的に立ち上がり、底面はほぼ平坦である。方向は南北部分で N-0°一Sで、検出した総長は12.4m程である。

堆積土は、にぶい黄褐色シルト、褐色シルト、灰責褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

SB1555。 1610。 1625掘立柱建物跡、SD1609濤跡を切り、SD1601濤跡に切られている。

N′

卜 1000m

SD1569D

O′

十-1000m鞘T  ,こ いΥ!__1000m Ｎ
引

Ｏ
引

SD1569B SD1593

m

SD1569B(M一 M′ )

層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR4/4褐 色 ン  ,レ   ト 炭化物・葺掲色土粒をわずかに含む。
lb 10YR4/3にぶい責褐色 ン  フレ  ト 黄褐色上を小ブロック状に含む。
lC 10YR4/2灰黄褐色 ン  フレ  ト 炭化物をわずかに含む。
2 10YR4/2灰黄褐色 ン  フレ  ト 黄褐色上を粒状に多量に含む。
SD1569C(N一 N′ )

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 シ  ル  ト 酸化鉄を含む。
2a 10YR4/3に ぶい黄褐色 ン  ,レ  ト 明費褐色上を少量含む。
10YR4/3にぶい首褐色 ン  ,レ  ト 明黄褐色上を多量に含む。

2C 10YR4/4褐  色 ン ル  ト 明黄褐色上を多量に含む。
SD1569D(N一 N′ )

ユ 10YR3/4暗褐色 ン  フレ  ト 黄褐色土をまばらに含む。
2a 10YR3/4暗褐色 黄褐色上を小プロック状に含む。

2b 10YR4/4褐 色 シ  ,レ  ト ftB砂 を帯状に含む。
2C 10YR4/2灰責褐色 粘土質シル ト 酸化鉄を多量に含む。

SD1569E(N一 N′ )

1 loYR4/4褐 色 粘土質シル ト 細砂を帯状に含む。

2 10YR4/2灰黄IEtl シル ト質粘土 酸化鉄を全体に含む。

2b 10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 貢褐色上を少量含む。

3 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 細砂 を帯状に含む。

4a 10YR4/2灰黄褐色 ンル ト質粘土 灰黄色土を少量含み、酸化鉄を全体に含む。

4b loYR4/2灰黄褐色 粘    土 灰黄色上、酸化鉄を全体に含む。

SD1593(N― N′ )

1 10YR3/4暗褐色 ン  ,レ  ト 黄褐色上を多量に含む
SD1593(O-0′ )

ユ 10YR3/4疇褐色 シ  ル  ト にぶい黄褐色土を全体に含む。
2 10YR3/3配争ネ殿由 シ  ル  ト 酸化鉄を少量含む。
10YR3/3暗褐色 シ  ル  ト にぶい黄褐色土をブロック状に含む。
10YR3/4贈褐色 にぶい責福色上、焼上を少量含む。

4 10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 全体に酸化鉄を含み、焼土を少量含む。

5 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト管粘上 酸化鉄を全体に含む。

6 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト質粘土 焼土を多 く含む。酸化鉄を含む。

第21図  S D1569 8。 C・ D・ E。 1593溝跡断面図



【SD1569C】 上幅36～ 70cm、 底面

幅24～ 32cm、 深さ23～ 27cm、 断面

形はU字形の濤跡である。壁は外

傾しながら緩やかに立ち上がり、

底面はやや凹凸がある。方向は南

北部分で N-6° 一Eで、検出した

総長は12m程である。堆積土は、

褐色シルト、暗褐色シル ト及び粘

土質シルトである。

遺物は、石製品 K-209(第 22図

2、 図版2910)、 陶器 I-39皿 (第

22図 1、 図版299)の他、土師器

イ片、須恵器甕片、磁器片が数点出上した。

SA1620板塀跡、SB1625掘立柱建物跡を切り、SK1613土坑に切られている。

【SD1569D】 上幅84～ 126cm、 底面幅16～ 32cm、 深さ36～ 44cm、 断面形はV字形の濤跡である。壁は外傾しながら
緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。方向は南北部分で N-13° 一Eで、検出した総長は30m程である。堆
積土は、暗褐色シルト、褐色シルト、灰黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、土師器不体部片 1点、須恵器甕体部片が 1点出土した。

SA1620板塀跡、SA1590柱列、SB1555・ 1560・ 1570。 1575・ 1625掘立柱建物跡を切り、SK1603土坑に切られて
いる。

【SD1569E】 残存する上幅は48～ 60cm、 底面幅40cln程、深さ50～ 67cm、 断面形はU字形の濤跡である。壁はほぼ垂
直に立ち上がり、底面は平坦である。SD1569D濤跡と同方向・同位置で重複している。堆積土は褐色粘土質シルト、

灰黄褐色シルト質粘土、褐色粘土質シルトである。遺物は出上しなかった。

【SD1593】 上幅90～ 123cm、 底面幅50～ 64cm、 深さ13～ 29cm、 断面形は逆台形の濤跡である。壁は外傾しながら緩

やかに立ち上がる。底面は平坦である。方向は南北部分でN-9°一Eで、検出した総長は18.4mである。堆積土は、
暗褐色シルト、黒褐色シルト質粘土、にぶい黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、土師器不片・甕片、須恵器郷片・甕片、弥生土器片、剖片石器、スサ入り粘土塊などが少量出土した。

うち外面にススの付着した須恵器不底部片が 1点含まれて

いる。

SD1571溝 跡 上幅58～ 94cm、 底面幅38～ 64cm、 深 さ

11～29cm、 断面形はU字形の濤跡である。壁は緩やかにや

や丸みを帯びながら立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

方向はW-13°一Nで、検出した総長は10.6mである。堆積
土は、にぶい責褐色粘土質シル ト、灰責褐色粘土質シルト

である。遺物は出上しなかった。

SD1600石組濤跡を切っている。

P
引

P′

|―-1000m

SD1574溝跡 上幅16～ 46cm、 底面幅12～29cm、 深さ3～ 9 cln、 断面形はU字形の濤跡である。ほぼ底面まで削
平され、壁はわずかに立ち上がる程度で、底面は凹凸がある。方向はN-20° 一Eで、検出した総長は7.9mである。
堆積土は暗褐色シル トである。

◎ 0-◎

Cm

番号
登録番号 種別・器形

出 土 地  点 法  量 (cm)
特 徴

写真

図版出土選礎 器高 口径 底径

1 陶器・皿 SD1569C 堆 中 内外面 :貫入有り。志野織部、鉄絵丸皿
2 K-209 石製品 SD1569C 堆 中 直径 :3 1cln、 厚さ :1 45cm

第22図  S D 1569 C溝 跡出土遺物

珍珍扱扱参)参珍珍叛診6)゛                          m
SD1571(P― P′ )

層位 上     負 土   性 備 考

10YR5/3に ぶい責褐色 粘上質シル ト マンガン粒を含む。
10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 酸化鉄・マンガン粒を多量に含む。

lC 10YR4/2灰黄褐色 粘上質シル ト にない黄橙色シル トをまばらに含む。

2 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シル ト 褐色シル ト質粘上を多量に含む^

第23図  S D 1571溝跡断面図



遺物は、土師器不片、須恵器不片 。壺片が数点出上している。

SB1595A・ B・ 1605掘立柱建物跡を切っている。

SD1592溝跡 上幅42～ 74cln、 底面幅24～ 60cm、 深さ14cln程、断面形はU字形の濤跡である。東西方向に3.4m程

検出したが、南に屈曲し途切れている。壁は緩やかに立ち上がり、底面は凹凸がある。堆積土は、暗褐色粘土質シ

ルト、にぶい黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、ロクロ土師器 D-50邪 (第24図 1・ 図版2911)が出上した。

SB1605掘立柱建物跡を切り、SK1591土坑に切られている。

叫  性 1∝∞mゴ  監1“∞m

以 s呻2以 S瑚 4
o                                      2m

胡 1592(Q― Q′ )

層位 土     色 土   性 備 考

la 10YR3/4η鍬母色 粘土買シル ト 焼上粒を少量含む。

b 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 暗褐色土を少量含む。
SD1574(R― R′ )

1 10YR3/3感福負 ン  アレ  ト にぶい苗福角上を含む

版

号

図

番

登録

懸暑
種別・器形

出 土 地 点 法 量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整
備 考

具

版

与

図離 層位 器  高 口 径 底 径 底部 底部

I D-50 凱 鬱 底面 4 85 54 ロクロナデ 巨醇員*むDり ミガキ 内面黒色処理 29-H

第24図  S D 1592・ 1574溝跡断面図・ S D 1592溝跡出土遺物

SD1594溝跡 上幅30～ 66cm、 底面幅26～ 30cln、 深さ6～ 12cm、 断面形はU字形の濤跡である。総長1.74mを検

出した。平面形及び壁面の立ち上がり方は一定していない。堆積土は暗褐色シル トで、灰白色火山灰を含んでいる。

遺物は、鉄製品 N-54(図版29-12)の他、土師器不片が 1点出上した。

SB1595A・ 1605掘立柱建物跡を切っている。

SD1601溝 跡 上幅36～ 54cm、 底面幅29～ 40cm、 深 遣

■～14cm、 断面形はU字形の濤跡である。壁は垂直に立老

上がり、底面は平坦である。検出した南端から2.4m程充

び、途切れている。堆積土は、褐色シルト、暗褐色シルト              0          2m

である。遺物は出上しなかった。

SB1560・ 1610掘立柱建物跡、SD1569B濤跡を切ってい

る。

SD1604溝跡 上幅30～ 42cm、 底面幅21～ 32cm、 深さ 6

～10cln、 断面形はU字形であるが、ほぼ底面まで削平を受

け、壁はわずかに立ち上がる程度である。底面はやや凹凸

がある。方向はW-18°一Nで、検出した東端から6.08m西

に延び、天地返しの削平により途切れている。堆積土は、

遺物は、土師器不片 。奏片が 3点出上した。

SB1610・ 1625。 1635掘立柱建物跡を切り、SD1607濤跡に切られている。

SD1606溝跡 上幅30～53cm、 底面幅25～ 42cm、 深さ4～ 6 cm、 断面形はU字形であるが、ほぼ底面まで削平を受

け、壁はわずかに立ち上がる程度である。底面はほば平坦である。方向はW-17°一Nで、検出した東端から4.2m

西に延び、途切れている。堆積土は、黄褐色シルトである。遺物は出上しなかった。

SB1635掘立柱建物跡に切られている。

SD1594(S― S′ )

層位 土 色 上   性 備 考

1 110YR3/4暗福色    |シ  ル  トI庚白色火山灰をガヽプロック状に含む。
SD1604(T一 Tり

1 110YR3/3時 得色    |シ  ル  ト 1にぶい責褐色上をまばらに含む。
SD1606(U― Uり

1 10YR5/6黄褐色 ン ル  ト 1焼上を少量含む。

第25図  S D 1594・ 1604・ 1606溝跡断面図

暗褐色シルトである。



SD1607溝跡 上幅57～ 77cm、 底面幅18～25cm、 深さ30～ 42cm、 断面形は逆台形の濤跡である。壁は外傾しなが

ら立ち上がり、底面は平坦である。方向は E-32° 一Nで、検出した総長は3.2m程である。埋土は、褐色シルト、

にぶい黄褐色シル ト、暗褐色シルトなどで、各層に焼上をまばらに含んでいる。遺物は出上しなかった。

SB1555。 1610。 1625・ 1635掘立柱建物跡、SD1604濤跡を切っている。

SD1609溝跡 上幅50～ 88cm、 底面幅27～ 64cm、 深さ16～ 28cm、 断面形はU字形の濤跡である。壁はやや外傾し
ながら立ち上がり、底面は凹凸が著しい。底面の凹凸はピット状に 3～ 6 cm程落ち込むが、不規則である。方向は

W-19° 一Nで、検出した東端から西に7.68m延び、天地返しによる削平のため途切れている。堆積土は、暗褐色シ

ルトである。

遺物は、土師器不片・甕片、須恵器郷片が少量出上した。

SB1635掘立柱建物跡を切り、SD1569B濤跡に切られている。

SD1611溝跡 上幅28～ 40cm、 底面幅14～32cm、 深さ8～ 21cm、 断面形は逆台形の濤跡である。壁はやや外傾し
ながら直線的に立ち上がり、底面はやや凹凸がある。方向はW-0° Eで、検出した総長は10。 12mである。SD1600

石組濤跡を切ったところで途切れている。堆積土は、にぶい責褐色シル ト、黄褐色シル ト質粘上である。

遺物は、土師器不片・甕片が数点出土した。

SD1600石組濤跡、SX1616を切り、SK1608土坑に切られている。

V
引

V′
la  トー1000m ゴ    降`ld00m

以 s函 ∞ �蜘
2

0                                      2m

SD1607(V一 V′ )

層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR4/4褐 色 ン  ,レ  ト 焼上をまばらに含む。
10YR4/3に ぶい黄褐色 ン  ,レ   ト 黄褐色土を部分的に含む。

lC 10YR4/4褐  色 ン  71/  ト 黄褐色上を多量に含む。
10YR4/4褐 色 ン  フレ  ト 黄褐色土を少量含む。

lC 10YR5/6黄褐色 ン  フレ  ト 焼上を少量含む。
lf 10YR4/2灰黄福色 ン  フレ  ト 黄褐色上、焼土を少量含む。
2 10YR3/4暗褐色 ン  ル  ト 酸化鉄を全体的に合む。

第26図  S D 1607・ 1609・ 1611溝跡断面図

SK1567上坑 長軸2.14m、 短軸1.82mの不整の円形を呈する土坑で、深さは50cmで ある。底面はやや凹凸があ
る。北側で底面から8 cm程緩やかにくばむ部分がある。壁は底面から緩やかに立ち上がり、立面形状は半球形を呈

している。堆積土は、褐色粘土質シルト、暗褐色粘土質シルト、にぶい黄褐色粘土質シルトなどである。

遺物は、第 1層中より上師器不片・甕片、須恵器不片・甕片が少量出土している。また底面直上層より上師器不

片・甕片が数点出上した。そのうち、内外面黒色処理された土師器郷片が 1点含まれている。

引 在10∞m封 b′

卜 1000m

SD1609(W― W′ )

層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR3/3暗褐色 ン  ル  ト 明黄褐色土を下層に少量含む。
10YR3/4暗褐色 ン  フレ  ト 明黄褐色上を多量に含む.

SD1611(X― X′ )

la 10YR4/3にぶい黄褐色
10YR4/3にぶい黄福色 シ ル  ト 褐色粘土質シル トをまばらに含む。

2 10YR5/6費褐色 シル ト賓括上 褐色シル ト質粘上をプロック状に含む。

SK醐 ♀   1  仲SK1567

SK1567(a― a′ )

層位 土 色 土   性 備 考 層位 土 色 土   牲 備 考

1 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 灰自色シルトと明黄褐色シルトを含む。 3a 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 暗褐色上、炭化物を含む。
2a 10YR3/4暗褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む。 10YR4/4褐 色 シル ト質粘土 炭化物を少量含む。

10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む。 3C 10YR3/4暗褐色 粘上質シル ト 黄褐色粘土質シル トを含む。
2C 10YR4/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 2b層 より炭化物を多 く含む。 10YR4/4褐 色 シル ト質粘上 明黄褐色シルト質粘上を含む。
10YR3/2黒褐色 シル ト質粘土 炭化物を層状に含む。 10YR6/3にぶい黄橙色 シル ト質粘上 灰黄褐色シル ト質粘土を多量に含む。

2 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 黄褐色粘土質シル トを含む。 4b 10YR5/6づ静駁饉 シル ト質粘土 暗褐色粘土質シルトを部分的に含む。
2f 10YR3/4暗褐色 粘土質シル ト 明黄褐色粘土質シルトを含む。 SK1568 (b一 b′ )

10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 明東薇色滴土賃 ンル トを少量含 む。 1 10YR3/2黒褐色    |シ  ル トI黄褐色シルトを全体に含む

第27図  S K 1567・ 1568土坑断面図



SK1568土坑 長軸2.20m、 短軸1.54mの不整の精円形を呈する土坑で、深さは10～18cmで ある。底面はほぼ平

坦であるが、中央部が高く、壁の周囲がわずかに落ち込んでいる。壁は北側ではほぼ垂直に立ち上がるが、東西部

分では緩やかである。堆積土は、黒褐色シルトである。

遺物は、土師器不片・甕片、須恵器不片 。甕片が少量出上している。

SB1595A・ B掘立柱建物跡を切っている。
郵     件 1硼mSK1573土坑 長軸1.1lm、 短軸0.58mの隅丸長方形を

呈する土坑で、深さは18clnである。底面はやや凹凸があり、

壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は、にぶい責

褐色粘土質シルト、褐色粘土質シルトなどで、第 la層中

には灰白色火山灰を含んでいる。

遺物は、土師器不片・甕片、須恵器不片が少量出土して

ヤゝる。

SB1560掘立柱建物跡を切っている。

SK1576土坑 長軸1.02m、 短軸0。 42mの不整の楕円形を

呈する土坑で、深さは17～ 22clnである。底面は検出面から16

cln程で平坦となるが、さらに緩やかに落ち込んでいる。壁は

西側ではほぼ垂直に立ち上がるが、東側は緩やかに立ち上が

る。堆積土は黒褐色粘土質シルト、にぶい責褐色粘上、黒褐

色粘土である。遺物は出土しなかった。

SB1595A掘立柱建物跡、SK1589土坑を切っている。

SK1589土坑 長軸0.82m以上、短軸0.54mの不整形の上坑

で、深さは20cmである。壁は緩やかに底面に向かって落ち込ん

引

第28図  S K 1573土坑断面図

SK1576

o                                      2rn

SK1576(e一J)

層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色粘土質シル トを含む。

10YR4/3にぶい黄褐色 粘    上 にぶい黄橙色土をプロック状に含む。

10YR3/2黒褐色 粘    土 la・ lb層 より粘性あり

SK1589(ee′ )

1 110YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シルト1褐色粘上質シル トをまばらに含む

lc

?          I         争
In

トー1000m

SK1589

第29図  S K 1576・ 1589土坑断面図

でいくが、底面の状況は、重複により不明である。堆積土は、にぶい黄褐色粘土質シルトである。遺物は出上しなかった。

SK1576土坑に切られている。

SK1577土坑 長軸0.88m、 短軸0.82mの不整の円形を呈する土坑で、深さは20cmである。壁は緩やかに立ち上

がり、底面は、中央部が緩やかにくばむがほぼ平坦である。堆積土は、褐色砂質シルト、黒褐色シルト、暗褐色粘

土質シルトで、第 1層には、灰白色火山灰をまばらに含んでいる。

遺物は、ロクロ土師器 D-36郷 (第31図 1・図版29-16)、 D-37不 (第31図 2・図版30-1)、 D-39不 (第31図 3・

図版2917)、 D-40邦 (第31図 4。 図版2918)、 D-42高台付不 (第31図 9。 図版2920)、 D-45不 (第31図 5。

図版2921)、 D-46不 (第31図 6・ 図版2922)、 ススの付着したD-47不 (第31図 7・ 図版29-23)、 D-48不 (第

31図 8・図版303)、 D-44甕 (第32図 1・図版2913)以上10点、赤焼き上器 D-35高台付不、D-38高台付邪 (第

31図 12・図版2915)、 ススの付着したD-43不 (第31図 11・ 図版302)以上 3点、須恵器 E-384長頸壺 (第32図 2・

図版304)、 E-387(第 31図 10・ 図版2919)以上 2点、計15点の他、土師器不片・甕片、赤焼き土器イ片が出上し

た。これらの遺物は、ほとんどが底面直上層及び底面から出上している。

SB1560・ 1570掘立柱建物跡を切っている。

SK1578土坑 直径58clnの ほぼ円形の土坑で、深さは12cmである。底面は平坦で、壁は底面から緩やかに立ち上

がる。立面形状はほぼ半球形である。堆積土は暗褐色粘土質シル トで、焼土・炭化物を含んでいる。

遺物は、ロクロ土師器 D-28邪 (第32図 3・図版30-5)、 D-29郷 (第32図 4・図版306)の他、ロクロ土師器不

片・甕片が 2点出土している。SB1570掘立柱建物跡を切っている。

SK1573(d―ざ)

層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 灰白色火山灰、焼土・炭化物を含む。

lb 10YR5/4に ぶい黄梱色 粘土質シル ト 4S色粘土質シルトを多量に含む。

1 10YR4/4褐  色 粘土質シル ト 黄褐色粘土質シル トを含む。
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SK1577 (h― h′ )

層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR4/4褐 色 砂 質 シ ル ト 灰自色火山灰を含む。焼土・炭化物を含む。

10Y路/2黒褐色 シ  ル  ト 焼土粒 。炭化物を多く含む。
10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト 焼土・炭化物を多量に含む。

SK1578(k― k′ )

1 10YR3/4暗 4B色 粘土質シル ト 焼土粒・ 炭化物を少量含む
^

第30図  S K 1577・ 1578土坑平・断面図 (1/20)
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出 土 地 点 法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 色 調

備

真

　

版

写

　

図出上通鱒 層位 器高 口径 底径 口縁部 1体部 底 部 口縁部 1体部 1底部 外  面 内  面

土師器・イ SK1577 底面直上 回転糸切 り 25Y8/3淡黄色 黒色処理

土師器・イ SK1577 底面直上 回転糸切 り 7 5YR7/4に ぶい橙色
757R7/4に ぶい橙色
7 5YR5/2灰褐色 墨蓄「弓」カ

土師器・ 必 SK1577 底面 ロクロナデ 回転糸切 り 10YR8/3浅黄色
10YR4/1福灰色 黒色処理

D-40 土師器・イ SK1577 底面直上 (148) (68) ロクロナデ 回転糸切 り 7 5YR7/6澄色 黒色処理 内画 :再酸化
底部 :押圧痕跡有り

土師器・イ SK1577 底面直上 (28)
デ

リけ方
ク

ヘ
回転糸切 り

10YR3/2灰 白色
7 5YR5/2灰褐色 黒色処理

D-46 土師器・イ SK1577 底面直上 回転糸切 り 2 5YR3/3淡黄色 黒色処理

土師器・邦 底面直上 ロクロナデ 回転糸切 り 5YR5/2灰褐色
7 5YR7/4におい橙色 黒色処理

土師器・芥 底面 ロクロナデ 回転糸切 り 7 5YR7/4にぶい橙色
2 5YR8/4淡黄れ 黒色処理

土師器・高台付イ SK1577 底面直上 回転糸切 り
+付 高 台 2 5YR3/3淡 黄色 黒色処理

須恵器・イ 底面 ロクロナデ 回転糸切 り ロ ク ロ ナ デ 5YR8/2灰 白色10YR4/1褐灰色
7 5YR8/2灰 自色
10YR4/1褐灰色 再酸化

赤焼き土器・芥 底面直上 ロクロナデ 回転糸切 り 5YR6/3に ぶい橙色
10YR3/2灰 白色

7 5YR4/2灰褐色
7 5YR3/2灰 白れ 容薯揚念る

状の
赤焼き上器・
高台付イ SK1577 底 面 ロクロナデ 回転糸切 り+付 高 台

ロ ク ロ ナ デ 子::¥登 ,サ4艦ど士こ簿寄 10YR3/3浅 黄色

第31図  S K 1577土坑出土遺物 (1)
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図

番
登録番号 種別・器形

出 土 地 点 法   量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整
備    考

図版出土遺構 層  位 器  高 口径 底径 口 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底部

l D-44 土師器・ 甕 SK-1577 底面直上 (225)～ ロクロナデ
ロクロナデ
→ハケメ

ロクロナデ
ロクロナデ
→ヘラナデ

2 須恵器・長顕琵 SK 1577 底  面 (12 1)― ロクロナデ 回転糸切 り

3 D-28 上師器・ 不 SK 1578 底  面 52 ロクロナデ 回転糸切り ミ ガ キ

4 D-29 SK 1578 底  面 ロクロナデ 回転糸切 り ミ ガ キ

第32図  S K 1577・ 1578土坑出土遺物 (2)

SK1581土坑 長軸0.80m、 短軸0.70mの 不整の楕円形を呈す
る土坑で、深さは20～ 24伽である。底面はほぼ平坦で、壁は底面

から緩やかに立ち上がる。堆積土は、暗褐色粘土質シルト、褐色

シル ト質粘上である。

堆積土中より、スサ入り粘土塊が 5点出土している。

SB1570掘立柱建物跡を切っている。

SK1582上坑 長軸0。 77m、 短軸0.61mの不整の隅丸方形を呈
する土坑で、深さは 8～ 10cmで ある。底面は平坦で、壁は西側で

はほぼ垂直に立ち上がるが、東側では緩やかに立ち上がっている。

遺物は、土師器不片、須恵器不片、高台付不片が 3点出上した。

SB1570掘立柱建物囲を切っている。
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第33図  S K 1581土坑断面図

堆積土は、褐色粘土質シルトである。

SK1581(f一 r)

層位 土    色 土   性 備 考

la 10YR3/3鴎挙梧色 粘土質シル ト 炭化夕と焼上を少量含む。

10YR4/4褐 色 シル ト質粘土 炭化物 と焼土を少量含む.



SK1583土坑 長軸0.82m、 短軸0.68mの ほぼ円形の土境で、深さは23cmである。底面はほぼ平坦で、壁は緩や
かに立ち上がる。堆積土は、褐色粘土質シルト、責褐色粘土質シル トである。

遺物は、土師器甕片、須恵器壺片が 2点出上した。

SK1584土坑 長軸1.10m、 短軸0.82mの不整の精円形を呈する土坑で、深さは22cmである。底面は平坦で、壁
は東側がほぼ垂直に立ち上がる他は緩やかである。堆積土は、黒褐色粘土質シルト、にぶい黄褐色粘土質シルトで

ある。

遺物は、土師器不の体部片が 3点出上した。

SK1586土坑 直径88cln、 深さ22cln程の上坑であるが、調査区外に延びるため平面形は不明である。底面は凹凸
があり、壁は底面から緩やかに直線的に立ち上がる。堆積土は暗褐色粘土質シル ト、黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、土師器邦の体部片が 1点のみ出土した。

SK1587土坑 長軸1.28m、 短軸0.68mの橋円形の上坑で、深さは36cmで ある。底面はやや凹凸があり、壁は緩
やかに丸みを帯びながら立ち上がる。堆積土は、黄褐色粘土質シルトである。

遺物は、ロクロ土師器不片、須恵器壺片が数点出上した。

SK1588上坑 長軸1.08m、 短軸0,72mの不整の精円形を呈する土坑で、深さは26～35cmである。底面は平坦で、
壁はやや丸みを帯びながら緩やかに立ち上がる。堆積土は、黒褐色粘土質シル ト、暗褐色粘土質シルト、にぶい黄

褐色粘土質シルトである。

遺物は、土師器不片 。甕片、須恵器邪片が少量出土した。

SK1591土坑 長軸1.14m、 短軸0.52mの 不整の楕円形を呈する土坑で、深さは 4～ 6 cmである。底面は凹凸が

ある。ほぼ底面まで削平されており、壁がわずかに立ち上がるのみである。堆積土は、責褐色粘土質シルトで、灰

白色火山灰を含んでいる。遺物は出上しなかった。

SD1592濤跡を切っている。
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層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR4/4褐 色 粘土質シルト 黄褐色上をまばらに含む。

SK1583(2~r′ )

1 10YR4/4褐 色 粘上質シル ト 黄褐色土を少量含む。

2 10YR5/6責褐色

SK1584(Ii′ )

l 10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト にぶい責褐色上を少量含む .

2 10YR5/4にぶい黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色上を少量含む。
SK1586(j,′ )

1 10YR3/4暗福色 粘土質シル ト 明黄褐色土をまばらに含む。炭化物を一部に含む。

2 10YR5/8黄褐色 暗褐色上を多量に含む。

第34図  S K 1582・ 1583・ 1584・ 1586・ 1587・ 1588。 1591土坑断面図

SK1596土坑 撹乱により詳細は不明であるが、長軸0.92m以上、短軸0.78mの不整の楕円形を呈する土坑で、
深さは40cm程 である。底面は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がるが一定していない。堆積土は、暗褐色シル ト、

にぶい責褐色シル トである。遺物は出土しなかった。

SK1587(ゼ ー2′ )
層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR5/6責褐色 粘上質シル ト

SK1588(m― m′ )

la 10YR2/3黒褐色 粘土質シル ト 黄褐色上を少量含む。

lb 10YR3/4暗褐色 粘上質シル ト にぶい黄褐色上を多量に含む。

2 粘土質シル ト 酸化鉄をまばらに含む。

SK1591 (ューn′ )

1 10YR5/6責褐色 粘土質シル ト 灰白色火山灰を少量含む



SK1599土坑 長軸1.12m、 短軸1.02mの不整の円形を呈する土坑で、深さは30cm程である。底面はほば平坦で、
壁は底面から10cln程のところで軽い段がつき緩やかに立ち上がる。堆積土は、褐色シルトである。

遺物は、土師器邪の体部片が 1点のみ出上した。

SK1602土坑 長軸0.90m、 短軸0。 73mの方形の上坑で、深さは13cm程である。底面は平坦であるが、壁面の周
囲がわずかにくばみ、中央部がやや膨らんでいる。壁は、底面から垂直に立ち上がる。堆積土は、褐色シルトであ

る。SD1569C滞跡を挟んで西側に、ほぼ同規模・同形状の SK1603土坑が位置している。遺物は出上しなかった。

SA1620板塀跡、SB1610掘立柱建物跡、SD1593濤跡を切っている。

SK1603土坑 長軸0.81m、 短軸0.59mの方形の上坑で、深さは10～13cm程である。底面はほぼ平坦で、壁は底
面から垂直に立ち上がる。堆積土は、褐色シルト、灰黄褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

SD1569D濤跡を切っている。
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第35図  S K 1596・ 1599。 1602・ 1603土坑断面図

引

SK1608上坑 長軸1.37m、 短軸0。 92mの不整の精円形を

呈する土坑で、深さは26～ 30cln程である。断面逆台形で底面

は平坦である。壁は、底面から外傾しながら立ち上がる。堆

積土は、暗褐色シルトである。

遺物は、須恵器奏の体部片が 1点出上したのみである。

SD1611濤跡を切っている。

SK1612土坑 長軸0。 94m、 短軸0.85mの 隅丸方形の土坑で、深さは16～ 18cmである。底面はほぼ平坦であるが

立ち木の根による撹乱で一部乱れる箇所がある。壁は、北側でほぼ垂直に立ち上がるが、南側は緩やかである。堆

積土は、にぶい黄褐色シルトである。遺物は出土しなかった。

SK1613土坑 長軸1.32m、 短軸1.06mの 精円形の上坑で、深さは57cmである。立面形状は播り鉢形で、壁は底

面からV字形に立ち上がる。堆積土は、暗褐色シルト、黄褐色粘土質シルト、にぶい黄褐色シル トなどである。遺

物は出土しなかった。SB1625掘立柱建物跡、SD1569C濤跡を切っている。
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SK1596(p― p′ )

層位 土 色 土   性 備 考

la 10YR3/4熙挙4麟臼 ン  フレ  ト にぶい黄褐色シルトを下層部に少量含む。
lb 10YR4/3にぶ�ゝ露絶 ン  フレ  ト
SK1599(q一 q′ )

ユ OYR4/4褐  色 ン  フレ  ト 明責褐色の砂質シル トを多量に含む。

0                    2m

SK1602(Ⅲ r′ )

土 色 土    性 備 考

1 10YR4/4褐 色 シ  ル  ト にぶい黄褐色土を含む。
SK1603(tt′ )

l 10YR4/4褐 色 にぶい黄福色上を合む。

10YR4/4褐 色 シ  ル  ト 酸化鉄を全体に含む。
10YR4/2医費福角 シ  ル  ト

第36図  S K 1608土坑断面図

SK1612 (v― v′ ) 10YR3/3配挙4慰色 にぶい黄褐色土を一部多量に含む。

層位 土 色 土   性 備 考 10YR5/6ヨ筆4母色 粘上質シル ト にぶい黄褐色土を中央部に多量に含む。

1 10YR5/4にぶい黄褐色 シ  ル  ト 昔福色土粒を多量に含む。 10YR4/3にぶい黄褐色 シ  ル  ト
SK1613(w― w′ ) 10YR3/4暗褐色 粘上質シル ト 庚黄褐色粘上を全体に含む。

ユ 10YR3/4配子縁饉 ン  フレ  ト にぶい黄褐色上を少量含む 10YR4/2灰黄褐色 粘    土 黄褐色土を全体に多量に含む。

第37図  S K 1612・ 1613土坑断面図



第38図 その他の出土遺物

0                         10Cm

番号
番号

種 】」 器  形 出土過構
法  量 (cm) 外 面 調 整 内 面 調 整

備  考 写真図版
器高 口径 底径 回 縁 都 体 部 底 部 回 縁 部 体 部

E-383 須  恵  器 昂 適樽検出面 47 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ ロクロナデ 1/2残存 31-8
2 E-382 須  恵  器 不 遇樽検出面 際 ラケズリ ロクロナデ へ方書yX」 31-9
3 D-33 土  師  器 野 表 土 中 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ後ミガキ 1/2残存 31-2
4 D-31 赤焼 き上 器 必 遺構検出面 48 13 3 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 3/4残存 31-4
5 D-32 赤 焼 き土 器 高台付邪 遺織 出面 56 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ ロクロナデ ほぼ完形 31-5
C-774 土  師  器 襲 遺構険出面 タタキorハケメ ムシロ痕 ヘラケズリ ヘラケズリ 31-3

7 D-34 土  師  器 姿 表 上 中 ロクロナデ
ロクロナデ
後ハケメ

ロクロナデ
デ
デ
ナ
ナ

ク

ヘ
ロ
後 31-1



3。 ま と め

発見された遺構は、一本柱列 1列、板塀跡 1条、掘立柱建物跡15棟、濤跡17条、土坑22基、性格不明遺構 1基な

どの他、多数の小柱穴・ピットなどである。主な遺構の重複関係を整理すれば次のとおりである。(並列関係は、必

ずしも遺構の同時性を示すものではない。)

Ｉ

期

官

衛

段

階

SA1615=SB1625

J
SA1620=SB1610=SB1645

SB1595B

↓
SB1595A

↓
SB1605

SB1545

――――――キーー‐――……――――――SX1616‐

SD1607

骸

SK1577・ SK1578

SD1593・ SD1569

徹)Ⅲ期官衡の遺構群… …SD1600石組濤跡・SB1545・ 1555・ 1560・

1565。 1570・ 1580・ 1585掘立柱建物跡 。SA1590柱列

これらの遺構のうち、基準方向の明確なものを整理すると次のようになる。

A群 :SD1600(N-1° 一E)  SB1545(N-0° 一S)  SB1555(W-0°一E)

B鶏宮:SB1560(E-6° 一N)  SB1570(E-6° 一N)  SB1575(E-14°一N)

Ｈ

期

官

衝

段

階

判

拭

ＳＢ・５

↓

ＳＢ・５

↓

ＳＢ・５

‐

寸

‐

‐

‐
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今回の調査で検出したH期官衛段階の遺構は、方向性の違いから2つ に分けて考えるこができる。A群は、造営

基準方向が真北を示す遺構であり、B群は、造営基準方向が真北から西に振れた方向を示すものである。

SD1600石組濤跡は、SA730-本柱列の推定検出位置より東に8.4m程の地点で検出された。石組濤跡は底面直上ま

で近年の耕作により攪乱されており、底面の石敷きのみが幸うじて残存した状況で検出されている。水性堆積によ

る土層などは確認できなかった。特に調査区北側では、底面の残存状況は良好ではない。しかし底面の残存状況の

良好な部分では、直径12～15cm程の偏平な河原石を敷きつめた状況が観察される。また一部ではあるが、底面石敷

きの東辺端部で石を立てて据えている箇所があり、 8～ 10cm程側壁としての立ち上がりが認められる。本遺跡内に

おいてこのような石組の遺構としては、第83次調査で検出された石組池跡や石組濤跡があり、政庁域内において極

めて重要な役割を果たしていた施設と考えられている(註 1)。 このSD1600石組濤跡は、H期官衛政庁域の推定西辺

付近に位置していることから、政庁域西辺区画施設の一部と考えられる。

SB1555掘立柱建物跡は、梁行 2間 X桁行 3間以上の東西棟の建物跡である。柱間寸法が288～ 300cm、 柱穴掘り方

の一辺が140cln以上あり、大型の建物跡と考えられる。またこの建物跡は束柱を有しており、本遺跡においては、第

77次調査で検出したSB1210掘立柱建物跡に次いで 2列目の検出となる。SB1555は全容は不明であるが、政庁域内の

建物の中でも主要な建物とみておきたい。またこの建物跡の柱痕跡及び抜き取り穴には焼上が多量に含まれ、掘り

方には焼土は全く含まれないことから火災に道っているものと考えられる。

SB1545掘立柱建物跡も同様に真北を基準としている。この建物跡も柱穴掘り方には焼上が全 く含まれないが、柱

痕跡にはわずかに焼上が含まれていることから、火災に道っていると考えられる。これら真北を基準とする遺構は、

配置関係や火災に道っているという点から、同時に存在した可能性が高いと考えられる。

SB1560・ 1570掘立柱建物跡は、真北から西に振れた方向を基準としているが、真北方向のSB1555掘立柱建物跡よ

り新しいことは明確である。また柱穴掘り方には焼土が多量に含まれており、火災後の建築であると考えられる。

この火災後に建てられた建物跡は全て真北から西に偏していることから、大きくA群からB群 (A期→B期)への

変遷が考えられる。SB1560掘立柱建物跡は、東西に廂をもち、身舎中央に束柱がある。またSB1570掘立柱建物跡は、

梁行 3間×桁行 5間の南北棟の建物跡である。両建物跡とも柱筋の状況や掘り方規模・形状にばらつきがあるなど

の点で、真北を基準とする建物跡とは違いがみられる。また西に振れたB期の建物跡は、調査区の南端で別の建物

跡とも重複関係があることから、B期の中でさらに複数時期の変遷が考えられる。

遺物は、SD1600石組濤跡底面よりG-70平瓦片、SB1555掘立柱建物跡柱穴掘り方よりG-71平瓦片が出土してい

る。どちらも凹面には細かい布目痕、凸面には格子叩きの痕跡が観察され、色調が橙色を呈している。胎土 。焼成

とも近似している。これら瓦片は、H期官衡A期の遺構である真北基準の濤跡底面や柱穴掘り方から出土している。

よって瓦使用の建物の造営がH期官行の造営以前に遡る可能性も考えられる。

今回の調査は、H期官衛政庁域の遺構の様相を明らかにするとともに、これまで政庁の西辺区画施設と考えてい

たSA730-本柱列が本調査区まで延びるか否かを確認することを目的として実施した。しかし本調査区内において

は、SA730-本柱列は検出されなかったことから、途中で途切れているか建物跡の一部になる可能性が考えられる。

またこの一本柱列は、N-5° 一Wを基準としており、H期官行政庁の遺構変遷ではB期に属するものとみられる。

鬱)I期官衡の遺構群…… SA1615-本柱列・ SA1620板塀跡 。SB1625・

1620・ 1595A・ B。 1605掘立柱建物跡・SB1645門跡

これらの遺構は、全てE-31°一S方向を基準としている。直接的な重複関係からは3回の変遷がみられる。

SA1615-本柱列とSB1625掘立柱建物跡は、建物跡のN3Wl柱 穴とN3W6柱 穴で一本柱列と接続し、一本柱列
と建物の南桁行が一直線上に揃っている。一本柱列と建物跡との重複関係は認められない。またSB1645門跡・SA

1620板塀跡・ SB1610掘立柱建物跡の状況も同様で、建物跡のN3Wl柱 穴で板塀跡と接続し、板塀が北西方向に延
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び、途切れた地点で門跡が検出されている。遺構の様相から、構築手順としては、先に門や建物を建てた後、両者

間を板塀でつなぐという手順を取っている。また重複関係から板塀跡は一本柱列より新しく、区画施設に 2時期の

変遷が認められる。これらの遺構は、建物跡と塀跡とが一体となって官衝ブロックを遮蔽していたと考えられる。

またSB1595A・ B掘立柱建物跡は 3間×3間の総柱建物跡で、このような建物跡は官衛内において倉庫と考えら

れている。この建物跡は同位置でやや規模を大きくして建て替えられている。その後、さらにほぼ同位置にSB1605

掘立柱建物跡が造営される。この建物跡は、梁行 3間×桁行 8間の長大な建物跡で、同様の建物跡には第77次調査

で検出されたSB14・ ■00建物跡などがあり、官衛中枢の一画を形成する建物と考えられている(註 2)。 今回検出さ

れたSB1605建物跡はSBl100建物跡より梁行で 1間小さく、桁行は 8間で同様であるが、総長では0.6m程大きくな

っており、建物床面積はほぼ同規模となる。よってこの建物についても官行中枢建物のひとつとみておきたい。

建物跡と塀跡による区画施設と、その南に位置するSB1595A・ B及び1605建物跡は、重複関係がないことから、各

遺構間の先後関係を明らかにすることは難しい。また区画施設が一本柱による塀から板塀への建て替えの時期と、

SB 1595A・ Bの建て替えの時期が一致するかどうかなどについても不明である。

僧)SX1616出土遺物 につ いて

SD1600石組濤跡の東側から、SX1616A・ B・ Cが検出されている。このSX1616A・ B・ Cは、土尻が 3基連結したよう

な形状で総長では南北に7.6mと長く、SD1600石組濤跡と平行している (第 18図参照)。 重複は認められない。出土

した遺物は、ロクロ使用の上師器片は含まれておらず、須恵器E-380高台付不、E-377高台付皿、E-378・ 379邦、

G-68・ 69平瓦、土師器C-773不、円面硯などがある。各々の遺物について若干の検討を加えておきたい。

G-68平瓦は凹面に模骨痕が顕著で、凸面は縄叩き後ナデが施されている。この瓦の特徴は■期官衛の付属寺院で

ある郡山廃寺の平瓦と同じ特徴を示している。

須恵器E-378・ 379郷は、底部から口縁部にかけて直線的に外傾しており、底部切り離し技法は明瞭でなく、回転

ヘラケズリの後手持ちヘラケズリが施された平底の郷である。このような特徴を示す須恵器邦は、これまでの郡山

遺跡の調査で出土した丸底風で体部中に屈曲や段のあるもの、あるいは平底でも日径が小さいものなどとはやや違

いが見られる。類似した特徴を有するものは陸奥国府多賀城の創建期の瓦を焼成した三本木町下伊場野窯跡群や田

尻町木戸窯跡群、色麻町の日の出山窯跡群などから出上したものに見られ、日の出山窯跡A地点の 7号窯跡から出

土したものに最も類似している。木戸窯跡のものは器高が低く、下伊場野のものは口径がやや小さいものが多い。

須恵器E-380高台付不もE-378・ 379不のように、底部から回縁部にかけて直線的に外傾しており、さらに、器高

が高く、これまでの郡山遺跡の調査で出土したものとはやや異なっている。類似のものは前述の木戸窯跡群の第 4

号窯跡や日の出山窯跡群のなかのA地点 6号窯跡に見られる。

須恵器E-377高台付皿は体部に稜を持ち、稜から上は短く立ち上がる。これは利府町硯沢窯跡群のB3号窯跡の

中の高台付きの盤 (IA4類)と したものに類似し、前述した下伊場野窯跡や日の出山窯跡で報告されたものの中

には見られないものである。

このように見てくると須恵器からは多賀城創建期でも日の出山窯跡のA地点 6、 7号窯跡から硯沢窯跡のB3号

窯跡の時期の間ということができよう。したがってこれらの遺物については8世紀の前半代でも多賀城創建期以降

の年代を与えることができよう。

出土遺物の検討からSX1616A・ B・ Cの年代は、 8世紀前半代でも多賀城創建期以降と考えられる。SD1600石組濤

跡はH期官衛の中でも真北方向を基準としたA期に属する遺構であり、重複関係は確認できないが、出土遺物の検

討からはSD1600石組濤跡の方が先行する。SX1616が掘り込まれた時は、石組濤跡が地表に残存していたために重複

せず掘り込まれたものと考えられる。しかしこれまでの検討では、H期官衛の廃絶年代は 8世紀初頭と考えられて

きた。SX1616が掘り込まれた時期のH期官衛域内での様相については、官行の廃絶年代の詳細を含め、新たな遺構、

遺物の発見を待って検討していきたい。



(41SK1577土坑出土遺物 について

SK1577土坑から出土した不類について若干検討してみたい。この上坑からは、内面黒色処理された上師器不 7点

(う ち 1点に墨書が認められる (註 3))・ 高台付邪 1点、赤焼き土器邪 1点 。高台付不 1点、須恵器不 1点などが

出土している。これらはすべて製作にロクロを使用している。おおよその特徴をまとめてみると次のような点が挙

げられる。第 1に、土師器・須恵器 。赤焼き土器によって構成されていること、第 2に、赤焼き土器には邪と高台

付邦がみられるが、日径10cm前後の小型のものを含まないこと、第 3に、体部下端に手持ちヘラケズリ再調整され

るものが 1点含まれるのみで、底部切り離し技法が回転糸切り無調整であること、などである。このような特徴は、

多賀城跡出土土器群のうちE群土器に位置付けられているものに認められる (註 4)。

第41図は、邦の底径と口径 (以下「底口比」と略す。)お よび器高と口径 (以下「高口比」と略す。)の関係、ま

た不のプロフィールを示した図である。土師器は、口径が13.6～ 15.8cmで、14cm台のものが多い。底口比は、0。 35

～0。 45で、高口比は、0。 31～ 0。 34でほばまとまっている。また、器形は、底部からやや内弯ぎみに立ち上がり、日

縁部が外傾している。赤焼き土器は、口径が14cmで、底口比0.34、 高口比0.31である。器形は、底部から内弯ぎみ

に立ち上がり、日縁部がやや外反している。今回出上した土器の中では,ヒ較的口径が小さい。須恵器は、日径15.2

cmで底口比0。 35、 高口比0.31である。器形は、底部から内弯ぎみに立ち上がり、日縁部がわずかに外傾する。この

ように、土師器・須恵器 。赤焼き土器とも、底口比 。高回比ではある程度まとまっており、形態的には近似してい

ると考えられる。しかし、土師器の中で回径が15cm台のやや大型のものと13cl■台の比較的小型のものがあり、分化

してくる傾向が読み取れる。

最近の編年案によれば、E群土器に位置付けられているものには、高崎遺跡井戸尻地区土墳出土土器群がある(註

5)。 これについては、灰白色火山灰降下前後の年代が与えられている (註 6)。 また今回出土した遺物の中に、椀

型に近い高台付不 (D-38・ 42)が ある。このような高台付不の出土は、多賀城跡 F群土器に位置付けられている第

61次調査鴻ノ池地区第 7層出土土器群において顕著になるという(註 7)。 この上器群については、10世紀中棄頃に

比定されている。しかし、SK1577土坑出土土器群には、赤焼き土器小皿が含まれないことから、SK1577土坑出土土

器群の年代は、10世紀前半でも灰白色火山灰降下後であるとみておきたい。

また、今回出土した須恵器E-387郷 は、一般的な須恵器のように青灰色のものではない。E-387不は色調が灰白

色を呈し、軽く、やや軟質な印象を受けるものである。このような灰白色の上器については、燕沢遺跡 (註 8)、 安

久東遺跡 (註 9)、 鴻ノ巣遺跡 (註10)な どからも出土しており、一般的な須恵器と器形や法量などの点で違いが指

摘されてきている (註■)。 今回の調査ではSK1577土坑から1点 と、遺構検出面から1点 (E-383(第38図 。図版

3卜 8))出上したのみで詳細な検討は行えないため、特徴のみ記載する。第 1に、E-387・ 383と も色調が灰白色を

呈していること。第 2に、日縁部や体部の内外面に黒斑のように黒 くなっている部分が認められること。第 3に、

内面の器面調整において、ロクロロの凹凸は見られず全体的に滑らかなことである(註12)。 このような土器につい

ては、今後の資料の増加を待って検討していきたい。
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第41図 郭類の口径と底径・回径と器高・プロフィール図



1.調査経過

第108次調査は、仙台市青葉区上杉 2丁 目 1-14セ ルコ

ホーム株式会社新本恭弘氏より、太白区郡山 2丁目68-2

において、共同住宅の新築に伴い発掘届が平成 7年 7月 25

日付けで提出されたため実施した。建築計画では木造 2階

建の共同住宅で、基礎部分の掘削も表土上面より45cmと 浅

く、遺構を損なう可能性は低かった。しかし第99次、第103

次調査の結果からI期官衛の西辺を区画する濤跡や材木列

が通過する可能性があつたため、遺構を確認する目的で調

査を実施した。現状ではこの地点より以北では住宅が密集

しており、 I期官衡西辺の北への延びを確認することは困

難である。したがって年度当初の計画にはなかったが緊急

に計画・準備され、平成 7年 8月 1日 から8月 4日 にかけ

て 2× 20mの調査区を設定して行った。

2。 発見遺構・ 出土遺物

発掘調査の結果、宅地化する際の盛上が厚く2m程盛ら

れていた。盛上の下で旧水田の耕作上を検出し、さらにそ

の直下でピット2基を発見した。遺物が出上しなかったた

めピットの時期は明らかではない。

3。 ま と め

遺構を検出した土層を見ると、これまでの調査で古代の

遺構が検出された層より下層の層であり、上部が著しく削

平されていることが考えられる。郡山遺跡の西北部は大正

末年から昭和30年頃にかけて、レンガを生産していた工場

が近くにあり、それにより削平された可能
′
l■がある。当初

推定した I期官衛に関わる遺構は、そのために発見されな

かった。

Ⅳ 第108次発掘調査

第42図 第108次調査区位置図

層位 上 色 上   性 備 考

10YR5/6黄褐色 粘土質シル ト にぶい責褐色粘土質シル トを中央部に含む。宅地造成のための盛土 と考えられる。

10YR3/1黒褐色 粘    土 オリーブ黒色粘土を下層に少量含む。宅地造成のための盛土がされる前の水田耕作上である。

IC 5Y3/1オ リーブ黒色 ンル ト質粘土 暗オリープ色粘上を下層全体に多量に含む。耕作がやや深 く及び、下層の■層をまき上げている。

II 5Y4/2灰 オリープ色 粘    土 弥生時代の上層がややグライ化 したような上層である。
25Y5/1黄灰色 粘    土 黒色粘上を下層に粒状に、酸化鉄を多量に含む。

25Y3/1黒福色 粘    土 黄灰色粘土を下層に含む。酸化鉄をまばらに含む。
25Y5/1黄灰色 粘土質シル ト 黄灰色粘上を上層に一部含み、酸化鉄を多量に含む。

表 5 第108次調査区東壁土層註記表
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第43図  第108次調査区平・断面図 (1/100)



V 第109次発掘調査
1.調 査 経 過

第109次調査は、宮城県柴田郡村田町大字菅生字寺前22-6馬場繁氏より、仙台市太白区郡山 5丁目■-19におい

て、共同住宅新築計画が提示されたことに伴って実施した。当地点は、昭和45年に現在の共同住宅建築の際、立会

調査が行われ布目瓦の破片が発見されたとされている。

調査対象地区は、郡山廃寺の推定方二町寺域の中央部、寺院中枢区画南辺付近にあたる。周辺では昭和61年度の

第63次調査や昭和56年度の第12～15次調査などが行われている。第63次調査では、寺院僧坊建物跡や瓦溜め遺構な

どが、また第12次調査では講堂基壇跡などが発見されている。さらに、昭和24年頃の天地返し耕作時に上中より非

常に多くの瓦細片の散布が認められ、郡山遺跡全域の中でも瓦片の散布密度が最も高い地区となっている。

調査は11月 27日 から12月 4日 まで実施した。しかし建築される建物の基礎部分のみの調査で、遺構の全容を把握

することはできなかった。なお、調査対象地の標高は、9.4m程である。

2.発見遺構・ 出土遺物

第109次調査では、竪穴住居囲 1軒以上、土坑あるいはピット2基の他、小ピット2基を検出した。いずれも遺構

の一部のみの検出であるため、詳細は不明である。これらの遺構は、盛土・ 旧耕作土直下の基本層位第Ⅲ層上面で

検出されている。

S11623竪穴住居跡 竪穴住居跡の北辺及び東辺の一部を検出した。方向はN-15° 一Wであるが、全体規模は不

明である。床面までの深さは検出面より40cm程であり、堆積土は褐色粘土質シルト、暗褐色粘土質シルト、黒褐色

粘土などである。遺物は、堆積土第 la層中よりG-72(第 46図 1・図版3110)・ 73(第 46図 3・図版3112)。 74(第

46図 2・ 図版3111)平瓦、F-77丸瓦 (第46図 4。 図版3113)の 他、平瓦片33点、丸瓦片13点が出上した。

その他、カクラン及び表土中より上師器不片 1点・甕片 2点、須恵器甕片 1点、丸瓦片10点及び平瓦片16点が出

土している。
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第44図 第109次調査区位置図
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層位 土 色 土   性 備 考

Ia 10YR4/4褐 色 粘土質シル ト 灰黄褐色土を斑点状に合む。

lb 10YR4/4格  色 粘土質シル ト 暗褐色シルトを少量含む。

10YR5/3にぶい責褐色 シ  アレ  ト マンガン泣を含む小
2b 10YR3/3暗褐色 シルト質粘土 にぶい黄橙色シル トを含む。
10YR3/2黒褐色 粘 土

10YR5/3にぶい黄鵜色 シルト質粘土 灰黄褐色上をまばらに含む。
loYR3/3暗福色 粘上質シル ト

3b 10YR5/4にぶVゝ黄褐色 粘 上 暗褐色シル トをまばらに含む。

第45図 第109次調査区平・断面図 (V100)
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番号
登録

番号
器形 出土遺構 層位

凸   面 凹   面
備考 写真図版

外面調整 内面調整

I G72 平瓦 S11623 1層 縄タタキ、ナデ 布目痕、模骨痕 桶巻き作 り
2 G-74 平瓦 S11623 1層 ケズリ 布目痕、模骨痕 桶巻き作 り 31-11
3 G-73 平瓦 S11623 1層 紹タタ■ 布目痕、模骨痕 桶巻き作 り 31-12
4 F-77 丸瓦 S11623 1層 ナ  デ 布自度、模骨痩 稲巻き作 り 31-13

第46図  S11623竪穴住居跡出土遺物

3。 ま と め

今回の調査は、調査区が非常に狭小であったため、遺構の一部のみの検出にとどまっている。しかし、瓦片が表

土中より26点および S11623竪穴住居跡堆積土中より46点出上している。このように多量の瓦片が出上したのは、こ

の地区が郡山廃寺の寺院中枢区画の推定南辺付近に位置していることによるものと考えられる。出上した瓦片は、

凹面に布目痕 。模骨痕、凸面は縄叩き後ナデやケズリによる器面調整が施されるもので、これまで郡山遺跡で出土

している瓦と同じ特徴を有している。

今回の調査では、当初推定した寺院中枢区画の南辺となる遺構は検出されなかった。



Ⅵ 漁 括

今年度の発掘調査は、第 4次 5カ 年計画における第 1年次目にあたる。第 4次 5カ 年計画では、Ⅱ期官衛の実態

を明らかにすることを目的としている。今年度は、政庁の西辺部の遺構の様相を明らかにする目的で第107次調査を

実施した。なお年度途中、I期官衛西辺の延長線上付近で共同住宅建築に伴う発掘届が提出されたことから、第108

次調査として実施した。さらに郡山廃寺の推定方二町寺域の中央部、寺院中枢区画南辺付近において共同住宅新築

計画が提示され、第109次調査として実施している。この他に、国庫補助事業ではないが、市道拡幅工事に伴って第

101次調査を実施した。なお第101次調査については、昨年度に引き続き2年次目となっている。

第107次調査では、H期官行政庁域の西辺区画施設の一部と考えられる遺構を検出した。また掘立柱建物跡を多数

検出し、建物跡の重複関係から政庁内での建物跡の変遷を考える上で重要な手がかりを得ることができた。さらに

I期官衝の中枢を構成すると考えられる遺構を検出し、 I期官衛の構造を考える上でも貴重な成果が得られた。第

108次調査では、I期官衛の西辺に関わる遺構の存在を想定していたが、攪乱が著しく検出されなかった。また第109

次調査でも、郡山廃寺の寺院中枢区画南辺に関わる遺構は検出されなかった。第101次調査では、H期官衛外郭南辺

材木列及び大濤の延長線上にあたる推定位置において、これらの遺構を検出した。第101次調査については、一連の

市道拡幅工事に伴う調査が終了後、一括して報告する予定である。

1.H期 官衡の調査

(1)Ⅱ 期官衛政庁の区画 について

これまでH期官行政庁の西辺の区画施設は、第55次調査で検出されたSA730-本柱列であると考えられていた。昨

年度、この一本柱列に連続する政庁の南辺を区画する遺構の検出を目的に行った第102次調査では、これに相当する

遺構は検出されなかった。そのため、政庁の区画施設について再検討する必要が生じていた。今回の第107次調査区

は、SA730-本柱列の北側に位置する推定線上にある。しかし今回の調査では、SA730-本柱列は検出されなかっ

た。よってこれについては第55次調査区と第107次調査区との間で途切れているか、建物跡の一部となる可能性が考

えられる。一本柱列の全容については、来年度以降の調査の課題としておきたい。

今回検出したSD1600石組濤跡については、H期官衛推定政庁域の西辺付近に位置していることから、政庁域の西

辺区画施設の一部と考えられる。このような石組の遺構には、第77次調査や第83次調査で検出されたSD1217・

1236・ 1249石組溝跡・SX1235石組池があり、推定政庁域内において重要な役割を果たしていたと考えられている。

このSD1600石組濤跡がこのまま南に延びたとすれば、第55次調査区はその延長線上に位置している。第55次調査区

は、近年の耕作による天地返しが著しく、遺構の残存状況が良好でなかったことなどから、周辺から礫が多く出土

したものの、礫を使用した遺構は検出されなかった。また、SD1600石組濤が北方に延び、SX1235石組池の給・排水

施設と考えられるSD1217・ 1236石組濤跡と連続していた可能性も考えられる。周辺地区の調査の進展を待って検討

していきたい。

修)推定政庁域周辺の建物跡について

昨年度の第102次調査で、真北方向を基準とする建物跡より新しい真北から西に振れた建物跡を検出した。このこ

とから昨年度の報文において、真北及びやや東偏する建物群から真北より西偏する建物群への変遷を想定した (註

13)。 今回の第107次調査においても、新たに数棟の重複が確認された。そこでこれまで推定政庁域周辺で検出した

建物囲を、基準方向によって整理すれば次のようになる。



―A群 (真北及びやや東偏する建物群)一  ―B群 (真北より西に偏する建物群 )一

SB 526 N-3° 一E (第 44次)      SB 434 E-2°一N (第 35次 )

SB 716 E-2° 一S (第 55次)     SB 435 E-2° N (第 35次 )

SB1210 N-2° 一E (第 77次)      SB 652 N-4.5tW (第 51次 )

SA1069 E-1° 一S (第 77次)     SB 638 E-3.5°一N (第 51次 )

SB1250 N-1° 一E (第 83次)     SB 699 E-3° N (第 51次 )

SB 302 E-0° 一S (第 86次)     SA 730 N-5° 一W (第 55次 )

SB1465 E-3° 一S (第101次)     SB 777 N-3° 一W (第 55次 )

SB1545 N-0° 一S (第107次)      SB 793 E-2° 一N (第 61次 )

SB1490 E-3° 一S (第 102次)―一一一一→ SB1485 N-10°一W (第 102次 )

SB1555 W-0° 一E(第 107次 )三
三

=下

→ SB1570 E-6° 一N (第 107次 )
小 SB1560 E-6° 一N (第 107次 )

今回の第107次調査においても、真北方向のSB1555掘立柱建物跡より新しい真北より西に偏するSB1560・ 1570掘

立柱建物閉が検出された。また、SB1555よ り新しい建物跡は、SB1565・ 1575建物跡を含めると4棟あるが、これら

全てがB群に属する建物群である。よって昨年度想定したA群→B群 (A期→B期)への変遷が今回の調査によっ

ても確認された。ここでは、大きくA群建物で構成されていた時期をH― A期、B群建物で構成されていた時期を

■―B期 として促えておきたい。

また昨年度の報文では、A群の建物跡の配置について、次のような点を指摘している。SB716建物跡とSB1490建

物跡がH期官衝推定中軸線 (1)を挟んでほぼ等距離にあり、北桁行の柱筋がほぼ揃っている。またSB1250建物跡

(政庁正殿)と の配置関係も整然としている。SB1465建物跡とSB526建物跡が南北に連なるような配置関係にあ

り、柱筋がほぼ揃っていることなどである。さらに今年度の調査を含めても、これらH― A期の建物跡は、同位置

での建て替えがある場合を除いて、重複関係は認められていない。これらのことからH― A期の建物群は、同じ配

置計画の下に整然と配置された可能性が高いと考えられる。

H一 B期の建物跡については、H― B期内で重複が認められる点で、H一 A期の様相とは異なっている。より詳

細な変遷については、今後の調査の中で検討を加えていきたい。

今回、政庁域周辺の建物の配置を考える際、Ⅱ期官衛推定中軸線について検討する必要が生じた。これまでの中

軸線 (1)は、SB1250(政庁正殿)建物跡と外郭南門であるSB712F]跡 の中心を結んだ線として考えてきた。しか

し、整然と配置されたH― A期のSB716建物跡の西梁行とSB1490建物跡の東梁行の中心、SB1250(政庁正殿)建物

跡の中心を結んで中軸線を求めると、(2)の位置となる (第47図参照)。 このようにして求めた中軸線は、H期官

衛外郭材木列南辺を三分割した中心とも合致するため、H期官衛の建物跡を検討する上で重要な軸線と考えていき

たい (註14)。





2.I期 官衛の調査

第107次調査で発見されたI期官衝の遺構は、調査区の南西部では建物跡が、北東部では板塀などによる遮蔽施設

が発見され、各々 2ないし3時期の変遷をしていた。調査区の南西部では①SB1595A・ B→SB1605へ 、北東部では②

SA1615・ SB1625→ SA1620・ SB1610へ である。南西部と北東部の遺構の変遷がどのような対応関係にあるのかは

必ずしも明らかではない。そこで①、②の遺構の在り方をもとにして、これまで実施した周辺の調査区における遺

構の様相をまとめると、以下のとおりである。

第107次

①SB1595B(総柱)

↓
SB1595A(総柱 )

第 2次・77次

SB13(総柱)

↓
SB17(総柱)

第51次

SB700・ 702(総柱)

↓
SB701・ 678(総柱)

(※ 1)

SB1605(大型の建物) SB14・ 1100

(大型の建物 )

第107次

②SA1615・ SB1625

SA1620・ SB1610
(板塀 。建物 )

第 2次・77次

SB1207・ 1208・ 1218

第83次

SA1245・ SB1243 級
Ａ２５５脚
Ｓ

第51次

SB655
(総柱か
一本柱・総柱)

(※ 2)

SA1212・ 1204・ SB1215
(板塀・建物)

SA1242
(板塀 )

SA1242    SA651
(板塀)   (板 塀)

第 2次、第77次調査区では総柱の建物が 2時期あり、その後桁行 8間、梁行 3間のSB14が建てられている。また

SB14に隣接して同規模のSB■00が並んで検出された。さらに第77次調査の南半では板塀跡と建物跡も検出されて

いる。この地点では板塀跡に先行する一本柱列は検出されていない (註15)。

第83次調査区でもSA1245-本柱列とSA1242板塀跡が検出され、重複関係も第107次調査区と同じで、一本柱列の

方が古く、板塀の方が新しい。この 2列の塀は第77次調査区で検出した板塀の延長線上にある (註16)。

第86次調査区では、第83次調査区で検出したSA1242板塀跡の延長部が検出され、北方からのSA255材木列と交わ

る箇所でL字に屈曲することが確認されている (註17)。

第51次調査区では調査区の北部でSB655建物跡とSA651板塀跡を検出した。重複関係は建物の方が古く、板塀の方

が新しい。なおSB655建物跡は総柱建物跡と考えられたが、南の桁列だけが抜き取りを受けていたため、この柱列の

みで一本柱列となる可能性も指摘していた。今回の第107次調査によって板塀の前段階に一本柱列が存在し、第55次

調査区と隣接する位置関係にあるため、SB655は一本柱列と建物に分割される可能性が高い。また南部では総柱の建

物が 2時期にわたって重複している (註18)。

これらのことからI期官行の遺構について他の調査区でも同じような変遷を見いだせる箇所があり、次の 2点が

指摘されよう。一点は総柱の倉庫建物から側柱の大型建物への転換であり(※ 1)、 もう一点は一本柱列と建物によ

る区画から板塀と建物による区画への建て替え (※ 2)である。とくに板塀による区画は長辺で約120m(≒ 400小



尺)、 短辺で約90m(≒ 300小尺)と ほぼ完数尺の数値を示し、板塀に掘立柱建物跡が連結するように取り付けている。

また所々で板塀が途切れており、第107次調査の北西端で小規模な門となって途切れ、第51次調査区の中央部でも再

び途切れている。このような板塀が途切れている箇所が他に2箇所ある。

この板塀と建物による区画の内側は、これまでの調査では建物跡など当該期の遺構が発見されず、広く空閑地と

なっている。このような塀と建物により区画され、中央部に空閑地が形成されるのは、下本谷遺跡 (備後国二次郡

衛)、 長者原遺跡 (武蔵国都筑郡衛)、 戸島遺跡 (囚幡国気多評衛)な どの郡衝遺跡の郡庁院の構造に類似している

(註19)。 しかし板塀と建物に区画された面積を,ヒ較すると、これらに比べると著しく違い、ほぼ 2倍の面積を有し

ている。区画された中の空閑地は、H期官衛の段階になると正殿や石組池や石組濤が配置される政庁になっている。

このことを考えあわせると、この一画は、 I期官衛の中でもきわめて重要な機能を担っていたことを窺わせる。建

物配置や変遷、機能、所属年代等の詳細については、H期官衛の調査と併わせて解明していきたい。

註

註 1 第83次調査 平成元年度発掘調査概報「郡山遺跡XJ

註 2 第77次調査 昭和63年度発掘調査概報「郡山遺跡Ⅸ」

註3 土師器D-37邪の墨書については、東北大学文学部教授今泉隆雄氏より「弓」と判読できる可能性があることを指摘して頂いた。

註 4 白鳥良―「多賀城跡出土土器の変遷J宮城県多賀城跡調査研究所 F研究紀要ⅥI』 1980

註 5 多賀城市史 第 4巻 考古資料「高崎遺跡 井戸尻 (今村氏)地区の調査」1991

註 6 柳澤和明「多賀城周辺における10世紀前後の土器群」 第 1回岩手県古代末土器の勉強会資料 1995

註 7 多賀城跡出上の須恵系土器や本遺跡出上の赤焼き土器について、柳澤和明氏より、高台付不はE群土器段階から出土するが、F

群土器段階の鴻ノ池地区第 7層出土土器群において多くみられるようになることや、その他数々の示唆に富む御教示を頂いた。記

して感謝の意を表したい。

註 8 長島榮―・熊谷裕行 仙台市文化財調査報告書第195集 「仙台平野の遺跡群XⅣ―燕沢遺跡第 8次調査など一」1995

註 9 土岐山武  「安久東遺跡」『東北新幹線遺跡調査報告書―Ⅳ―』宮城県文化財調査報告書第72集  1980

註10 荒井 格 仙台市文化財調査報告書第148集「鴻ノ巣遺跡―第 6次発掘調査報告書一」1991

註■ 「鴻ノ巣遺跡―第 6次発掘調査報告書―Jの中で、「これらの灰白色の上器が時期的に限定され、器種や器形、法量などに須恵器

と違ったまとまりがあるのであれば、須恵器から分離してとらえた方がより適切であると思われる。」ことが指摘されている。

註12 小川淳一 仙台市文化財調査報告書第99集「五本松窯跡」1987

この中で土器の内面の器面調整等について詳細な分析が行われ、コテなどの工具使用の可能性を指摘している。

註13 第102次調査 平成 6年度発掘調査概報「郡山遺跡XV」

註14 八脚門と想定したH期官衛外郭南門については、全体規模、官衡中軸線との関係も含め、南門地区全域の調査結果を待つて検討

する必要があろう。

註15 第 2次調査 昭和55年度発掘調査概報「郡山遺跡 I」

第71次調査 昭和62年度発掘調査概報「郡山遺跡ⅦI」

第77次調査 昭和63年度発掘調査概報「郡山遺跡IX」

註16 註 1に同じ

註17 第86次調査 平成 2年度発掘調査概報「郡山遺跡XI」

註18 第51次調査 昭和60年度発掘調査概報「郡山遺跡Ⅵ」

註19 山中敏史  「古代地方官衛遺跡の研究」 塙書房 1994
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1.広報・普及・協力活動

年 月 日  行 事 名 称

7. 9。 13   第107次調査報道発表

9。 15   第107次調査現地説明会

10.20   遺跡見学
■.19   郡山コミュニティーセンター祭り

12. 9   宮城県内発掘調査成果発表会

8.3。 2～ 3 第22回古代城柵官衛遺跡検討会

3.6   遺跡見学
3.14   遺跡見学

調査成果の普及 と関連活動

担当職員

長島・熊谷

長島・熊谷

長島

長島・熊谷

長島・熊谷 。豊村

木村・長島・熊谷 。豊村

長島・熊谷・豊村

長島

主  催

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会

仙台市議員待遇者親和会

郡山コミュニティーセンター

宮城県教育委員会

仙台市立西山中学校

仙台市立郡山中学校

2.主 催事業

(1)第23回文化財展  「飛鳥時代の仙台平野」

期  間 10月 26日 (木)～ 11月 8日 (水)

会  場 仙台市博物館ギャラリー

来場者数 1,887名

展示内容 飛鳥時代の仙台平野の様子を分かりやすく展示し、あわせてパンフレットを無料配布した。

(2)第23回文化財展記念講演会「飛鳥時代と仙台平野」

期  日 10月 28日 (土 )

会  場 仙台市博物館小ホール

講  師 国立歴史民俗博物館 教授 岡田茂弘氏

来場者数 169名

内  容  「飛鳥時代と仙台平野」という演題に基づき、同時代における仙台平野と畿内の様子のとヒ較や、スラ

イドによる遺跡の紹介を交えながら、約90分講演していただいた。

第107次調査 現地説明会 (95,9,15)



3.調査指導委員会の開催
第24回 郡山遺跡調査指導委員会  平成8年 2月 22日   本庁舎2F第 5委員会室
O平成7年度の調査成果について

O平成 8年度の調査計画について

。郡山遺跡保存整備計画について

4.資料の貸し出し・展示
仙台市博物館        常設展  、飛 ・古代・中世」
東北歴史資料館1       企画展  「多賀城」



写 真 図 版





図版 1 郡山遺跡航空写真
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図版 2 107次調査区南半部全景 (南より)

図版 3 107次調査区南半部東半全景 (北より)
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図版 4

107次調査区南半部西半全景

(北より)

図版 5

107次調査区東区全景

(南より)

図版 6

107次調査区西区全景

(南より)
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図版 8

S A 1620板 塀跡全景

(南東より)
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図版 9

S A 1620板塀跡土層断面

(南東より)

図版10 S A 1620板塀跡土層断面 (南東より)

図版■

S A 1620板 塀跡板材痕跡

底面白色粘土検出状況

(南東より)

図版 12

S A 1620板 塀跡

S B1610N 3 W l柱 穴

接続部 (南東より)
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図版14

S B 1545掘 立柱建物跡全景

(東より)

図版 15

S B 1555掘 立柱建物跡全景

(南より)
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図版 13

1 S B 1645門跡全景

, (南西より)
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71/:図版 16

S B1555S l E l

抜き取り穴検出状況

(南より)

図版 17

S B1555S l W 3

柱穴土層断面

(西より)

図版 18

S B 1560掘 立柱建物跡、

S B 1570掘立柱建物跡全景

(北より)
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図版 19

S D 1600石 組溝跡全景

(南より)

∵蟄簾サ

図版21 S D 1600石組溝跡底面石敷き (2)(南より)図版20 S D 1600石 組溝跡底面石敷き (1)(南より)



十　

一一
図版22

S D 1600石 組溝跡土層断面

(東より)

(石が抜けた痕跡か?)

図版23

S D 1600石 組溝跡遺物出土

状況 G-70(西 より)

霧
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図版26

S X 1616C高台付皿出土状況

E-377(1と より)

図版27

S X 1616C遺物出土状況、

C-773、 G-68(西より)

図版28

S D 1600、 S X 1616C

土層断面 (南より)
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la  lb

1.G-71
2. P-29
3. C-776
4. E-386
5.G-70
6. C-775
7. E-385
8. P-28

21

平瓦 S B1555N lWl
スサ入粘土塊  S B 1555

不  S B1565N 2W2
邪  S B1570N 6ヽ Ar l

平瓦  S D 1600

不  S D 1600

甕  S D 1600

スサ入粘土塊  S B 1575

5a  5b

9. I-39 皿  S D 1569
10。 K-209 石製品 S D 1569
11.D-50 不  S D 1592
12.N-54 鉄製品 S D 1594
13.D-44 甕 S K 1577
14.D-35 高台付不 S K 1577
15。 D-38 高台付不 S K1577
16.D-36 朔く S K 1577

図版 29 107次 出土遺物 (1)

郭 S K1577
不  S K1577

不 S K 1577

高台付不 S K1577

不 S K 1577

不 S K1577
邦 S K 1577

22

17.D-39
18.D-40
19.E-387

20.D-42
21.D-45
22.D-46
23.D-47



Jゝ

14a

14b

13b

l.D-37 朔く S K1577      8,C-773 不  S X 1616 C
2.D-43 イ S K 1577      9.E-377 高台付皿 S X 1616C
3.D-48 不  S K 1577      10。 E-379 不  S X1616C
4.E-384 長頸壺 S K 1577    11.E-378 郷 S X1616C
5,D-28 jTN S K1578      12.E-381 円面硯  S X 1616 C
6.D-29 不  S K 1578      13.G-68 平瓦  S X1616C
7.E-380 高台付不 S X 1616 B  14.G-69 平瓦 S X 1616 C

図版30 107次 出土遺物 (2)



1 轟

′

12a 12b

l,D-34
2.D-33
3.C-774
4.D-31
5.D-32
6,D-30
7. D-49

甕 表土
イ 表土
甕 遺構検出面
不 遺構検出面
高台付イ 遺構検出面
イ 遺構検出面
不 遺構検出画

10a   lob

8. E-383
9. E-382
-109次 ―

10.G-72
11.G-74
12.G-73
13. F-77

邦 遺構検出面
郷 遺構検出面

平瓦 S
平瓦 S
平瓦 S
丸瓦 S

図版31 107次 。109次出土遺物 (3)
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